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未

必

の

故

意
（
一

)

不

破

武

夫

一

緒

言

二

歴

史

的

考

察

三

吾
が
國

に
於
け

る
學
説

の
概

要

(
以
上
本
號
）

四

故
意

の
本
質
ー
故
意

の
限
界
日と
し
て
の
未

必
の
故
意

五

剣

例

碑

究

六

立

法

問

題

劇

緒

言

故
意
の

一
種

と
し
て

『
未
必
の
故
意
』
と

い
ふ
も
の
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吾
が
國
の
學
説

の
汎
く
之
を
認
め
て
疑
は
な
い

と
こ
ろ
で
あ
つ
て
・
判
例
も
亦
夙
髭

の
問
題
鶴

れ
・
器

あ
る
事
例
を
撲

し
て
ゐ
鷺

然
し
・
其
の
責

を
如
何
に
解
す
る

か
、
殊
に
未
必
の
故
意
を
認
識
あ
る
過
央
と
笹
別
す
べ
き
契
機
如
何

に
つ
い
て
は
、
學
説
甚
だ
区

々
に
岐
れ
、
格
別
の
反
省
を
試
み

ら
れ
て
は
な
い
結
果
、
實
際
に
適
用
し
て
ど
う
な
る
の
か
判
ら
な
い
場
合
や
、
其

の
適
用
の
結
果
は
何
と
し
て
も
健
全
な
る
社
會
意

識
と
乖
離
し
て
し
ま
ふ
場
合
も
屡

々
存
す
る
の
で
あ
る
。
實
際
、
故
意
と
過
失
の
限
界
の
問
題
ば
甚
だ
六

ヶ
敷
い
。
試
み
に
、
二
三

の
事
例
を
擧
げ
て
み
よ
う
。

例

へ
ば
・
難

の
學
者

が
好
ん
で
問
題
と
す

る
、
T
e
l
l
s
c
h
u
s
s
や
R
u
s
s
i
s
c
h
e
r
 
B
e
t
t
l
e
r
s
f
a
l
l
に
つ
て
考
え

よ
・
故
意
が



あ
る
の
か
過
失
が
あ
る
の
か
。
必
す
し
も
、
其

の
例
を
外
國
に
求
め
る
必
要
ぼ
な
い
。
澤
山
な
ラ
ム
ネ
瓶
清
掃
中
た
ま
た
ま
其
の
数

本
に

刷
子
の
毛
の
混
入
し
た
も
の
を
鑑

の
際
見
落
し
て
販
賣
た
場

合
・
吾
が
判
例
の

如
く
・
之
集

必
の
故
意
に
よ
る
も
の
と

.

.

(
王

)

み
る
の
が
、
果
し
て
正
當
で
あ
る
か
。
有
名
な
第
五
柏
島
丸
事
件
に
つ
い
て
、
瀧
川
教
授
は

『
こ
の
事
案

は
過
弐
と
し
て
取
扱
は
れ

(
六
)

て
居

る
が

、
實

は

故

意

で
あ

る
。
』

と

せ
ら

れ

る

が

、
果

し

て
さ

う

か

。
等

等

。

私

は
、

本

稿

に
於

い
て
何

も

特

に
薪

し

い
提

案

を

試

み

よ

う

と

す

る

の
で

は
な

い
。

結

論

を

先

に
謂

へ
ば

、
私

の
立
場

は

、

結

局

極

め

て
平

凡

な

る

認

容
説

に
外

な

ら

な

い

の
で
あ

る

が
、

唯

、

『
結

果

の

認
容

』

と

い
ふ
事

柄

の
意

味

内

容

に

つ

い

て
若

干

の
検

討

と

反
省

を

試

み

、

こ

れ

に
よ

つ

て
故

意
論

一
般

、

殊

に
此

の
問

題

に
關

す

る
多

少

の
寄

與

を
爲

さ

ん

と

す

る
も

の

に
過

ぎ

な

い
。

(
一
)

未
必
の
故
意

に
關

す

る
判
例

の
重
要
な

る
も

の
に

っ
い
て
は
、
別

に
款
を
改

め
て
研
究
す
る

こ
と
に
し
た

い
。

(
二
)

こ
れ
は
、

シ
ラ
書
の
戯
曲

「
ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
●
テ
ル
」
に
關
聯
す

る
S
c
h
u
l
b
e
i
s
p
i
e
l

で
あ
る
。
義
民

テ
ル
は
、
逮
捕

せ
ら
れ

て
、
愛
見

の

頭

に
戴

せ
た
林
檎

を
射

る
こ
と

を
命

ぜ
ら
れ
た
際

、
二
本

の
矢

を
用
意

し
て
ゐ
た
。
其

の

一
本
は
、
林
檎
を
射
そ
ご
な

つ
た
場
合

に
は
、
代
官

ゲ
ス

レ
ル
に
む
け

る
心
組
で
あ

つ
た
こ
と
に
徴
す
れ
ば
、

テ
ル
は
愛
兒

の
頭

に
載
せ
た
林
檎
、を
狙
ふ

に
當
り
、

「
矢
は
林
檎

に
當
ら

な

い
か
も
知
れ

ぬ
、

或

は
愛
見
を
射
殺
す
る
ご

ざ
に
な

る
か
も
知
れ

ね
。
』

と

い
ふ
認
識
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
疑

ひ
を
容

れ
な
い
で
あ
ら
う
o
現

に
、
テ

ル
自
身

が
事
件

の
直
後
に
「
萬

一
、
可
愛

い
坊

に
あ
た
蟹
で
も

し
た
ら
貴
方

を
此
の

二
の
矢
で
射
抜
く

つ
も
り
で
し
た
・
』
と
謂

ケ
て
ゐ
る
(
第

三
幕
第
三

場

・
櫻
井

政

隆
氏
譯

に
よ
る
)
。

さ

て
、
斯
く

の
如
き
認
識

の
も
と

に
、
林
檎
を
狙

ふ
場

合
に
は
故
意
が
あ

る
の
で
は
な

い
か
、
と

い
ふ

の
が
問
題

の
要
点
で

あ
る
。

(
三
)

こ
れ
は
、

レ

フ
ラ
ー
の
問
題

と
し
て
有
名
で
あ
る
。

ロ
シ
ヤ
人

の
乞
食
が
物
乞

ひ
を
す

る
道
具

に
使

ふ
貰

ひ
見

の
手
や
足
准
折

る
こ
と
が
あ

る
と

い
ふ
。
何
回
か
や
り

そ
こ
な

つ
て
子
供

を
死
な
し
た
、経
験
が
あ

る
に
拘

ら
ず
、
ま
た
や

つ
て
子
供
を
殺
し
た
場
合
、
殺
人

の
責
任
を
認
め
て
よ

い
か
、
そ
れ
と
も
傷
害

致
死
に
な

る
に
過
ぎ

な
い
・か
、
と

い
ふ

の
が
問

題

の
要
点

で
あ

る
o
、



(
四
)

昭
和
十

一
年
七
月
九
日
大
審
院
第

一
刑
事
部
判
決

(
剣
例
集
第
十

五
巷

八
〇
頁
以
下
)
.

(
五
)

昭
和

八
年
十

一
月

二
+

一
日
大
審
院
第
四
刑
事
部
判
決

(
判
例
集
第
十

二
巻

二
〇

七
二
頁
以
下
)
.

本
件

に
開

し
差
當
り
重
要
な

る
事
賞

を

摘
記
す
れ
ば
次

の
如
く

で
あ
る
。

昭
和
七
年
九
月
十
三
日
朝
、
廣
島
縣
呉
市
の
沖
合
で
第

五
柏
島
丸
と

い
ふ
九
噸

の
小
汽
船

が
沈
没
む
て
、
乗
客
二
十

八
名
が
溺
死
し
敷
名

の
疾

病

者

を
出
す

に
至

つ
た
。

そ
こ
で
該
汽
船

の
船
長
は
、
業
務
上
船
舶
覆
浸
及
業
務

上
過
失
致
死
傷

罪
に
よ
つ
て
起
訴

せ
ら
れ
た
課
で
あ

る
が
、
審
理

の

結
果
写
第

五
柏
島
丸

の
定
員
は
二
十
四
名
な

る
に
拘
ら
ず
、
椿
事

の
際

に
は
實

に
百

二
十

八
名

の
乗
客

を
満
載
し

て
航
行
し

て
ゐ
た

の
で
あ
つ
て
.

た
ま
た
ま
追
越
し
て

い
く
爽
動
槻
船

の
追
波

の
飛
沫

を
避
け

ん
と

し
た
梁

客
の
動
揺
と
移
動

に
よ
り
沈
没
し
た
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
其

の

上
、
船
長

は
夙

に
此

の
種

の
危
険

の
発
生

の
可
能
性

を
豫
知
し
て
、
既

に
再

三
船
主

κ
注
意
を
し

て
ゐ
た
の
で
あ
畜
.が
、
船
主

は
採
算

の
関
係
か
ら

・

船

長

の
注
意
を
聰
か
な
か

っ
た
こ
と
も
剣
朋

し
た
o

そ
・、、
で
瀧
川
教
授

は

『
船

の
沈
没

に
俘
う

て
発
生
す
る
乗

客
及

び
船
員

の
生
命

の
危
険

は
始

め
か
ら
被
告
人

に
わ
か

つ
て
居
た
。
被
告
人
は
殺
人

罪
ま

た
は
傷
害
罪

の
構
成
要
件
に
該
當
す

垂

實
及
び
そ
の
反
條
理
性
を
認
識

し
な
が
ら
危
険

な
航
行
を
企

て
た

の
で
あ
.そ

、
費

任
経

・
の
心
理

的
要
素
は
過
失
の
そ
れ

で
は
な
く
、
夫

必
的
故
意
の
そ
れ

で
あ
る
と

い
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
」

(
刑
事
法
判
決

批
評
、
第

一
巻
、

九

一
頁
)
と
せ
ら

れ
.
る
の
で
あ

る
o

尚、
本
件

の
被
告
人
た

る
第
霊
柏
島
丸
船
長

に
対
し
て
原
審
廣
島
控
訴
院
で
禁
鍋

六
月

の
言
渡
が
あ

つ
た

の
を
、
大
審
院

は
事
賓
審
理

の
上
原
判

決

を
破
毀

し
て
、
罰
金

三
百
圓

に
減
輕

し
た
。
其

の
滅
輕
理
由
と
し
て
は
、
前
記
の
如
く
、
多
数

の
乗

客
を
搭
載
せ

し
め
た
の
は
、
當
時

「
第

五
柏

島

丸
ノ
蓮
航
経
費

ハ
定
員

昌
敷

倍

ス
ル
乗
客

ノ
賃
金
ヲ
以

テ
漸
ク
其
ノ
牧
入
ヲ
償

フ
實
情
」

で
あ
つ
た
た
め
、
船
主

が
紹
長
の
注
意
を
聴
か
な
か

つ

た
こ
と
に
重
大

な
原
因
が
あ

る
こ
と
、
及
び
本
件
登
生
當
時

の
乗
客
は
、
呉
市
海
軍

工
廠

に
通
勤
す

る
職

工
が
彩
し
か

つ
た
が
、

『
交
通
槻
關

タ

〃

船
舶
少

グ
職

エ
ハ
、
敦

レ
モ
出
勤
時
刻

昌
遅

ル
ル
ヲ
厭

ヒ
先
ヲ
箏

ヒ
テ
乗
船

シ
、
船
員
ノ
制
止
ヲ
肯

セ
サ
ル

ハ
勿
諭
、
之
力
取
締

ノ
任
二

ア
ル
警
官

亦

出
航
時
刻

ノ
鋤
行

ノ
ミ

ニ
專
念

シ
、
定
員

轟
封

ス
ル
乗
客
数

ノ
取
締

ハ
職

工
通
勤

ノ
関
係
上
寛

二
失

セ
サ
ル
ヲ
得

サ
リ

シ
事
情
」

の
あ
つ
た
こ
と
、

其

の
他
被
告
人

の
質
産

乏
し
く

牧
入

僅
少
な
事
情
等
が
斜
酌
せ
ら
れ
だ
コ

そ
こ
で
、
瀧
川
教

授
は
前

記
判
決

批
評
に
於

い
て
、
こ
の
判
決

に
よ
り

て

『
大
審
院
が
期
待

可
能
性
を
中
軸
と
す

る
責
任
理
論

の
有
力
な
支
持
者

で
あ
る
こ
と
を
行

動
に
よ
つ
て
示
し
た
』

も
の
と
解
し
、

『
本
件
判
決

に
お

い
て
大
審
院

が
期
待
可
能
性

の
理
論

を
根
據

と
し
て
刑

の
滅

輕
を
認
め
た
以
上
」
同

一
の
理
論

に
墓

く
責
任

の
阻
却
.へ
は
も
は
"
一

歩
の
歩
み

を
残



し
て
居

る
に
過
ぎ
な

い
。
』

と
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る

(
瀧
川
教

授
●
前
掲
書
、
九
四
頁
)
。
未

必
め
故
意
と

直
接
開
係

の
あ

る
事
柄
で
は
な
い
が

、
つ

い
で
な
が
ら
書
添
え

る
。

(
六
)

瀧
川
教
授
、
刑
事
法
判
決
批
評
、
第

一
巻

(
昭
和
十

二
年
)
九

三
頁
。
同
教
授

、
犯
罪
論
序
説

(
昭
和
十

三
年
)

一
四
七
頁
。

歴

史

的

考

察

未
必
の
故
意

の
概
念
は
、

寺
院
法
を
経

て
伊
太
利
法
學
に
よ
つ
て
形
成
せ
ら
れ
た
、
間
接
故
意

の
理
論
に
由
來
し
、
特
に
獨
逸
普
通
法
時
代
に
誕
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
其

の
間
接
故
意
と
は

何
で
あ
る
か
。
此
の
概
念
の
変
遷
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
故
意
學
説
史
の

一
班
を
う
か
が
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
出

二
、)

來
る
だ
け
叙
述
の
煩
墳

に
わ
た
る
こ
と
を
警
戒
し
つ
つ
、
學
説
発
展

の
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
ふ
。

(
一
)

特

に
参
照

し

た

一
般

的
な

文

献

と
し

て

.

元
來
、
此

の
態
一の
問
題

は
、
羅
典
語
を
自
由

に

駆
使

し
得

る
者

が
親
し
く
露
要

な
る
原
本
を
渉
狸

し
て
考
察
す

る
こ
と
に
ょ
り
、
は
じ
め

τ
本
格
的
菰
研
究
を
逡

め
・る
こ
と
が
山口
末

る
。
私

に
は
其

の
賓
格
が
な

い
の
み
な
ら
ず
、
實

は
、
前
記
の
レ
フ
ラ
ー
や
シ
ャ
ツ
フ
シ
ュ
タ
イ

ン
の
著
書

の
随
所

に
引

用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
数
行

の
羅
典
語

の
原
文
さ

へ
甚
だ
負
揚
な
場
合

が
多

い
の
で
あ

つ
て
、

わ
か
ら
な

い
部
分
は
大
學
院
岳
貯
彌
吉
君

の
助
力

を
得

て
か
ら

う
び
て
理
解

し
て
ゐ
る
状
態

で
あ
る
。

唯
、
從

來

・
吾
が
國

に
は
、
此

の
程
匿
の
紹
介

さ

へ
も
試

み
ら
れ

て
ゐ
な

い
の
で
、
此
虜

に
事
柄

の
概
要
を
た
ど
り

つ
つ
、
遼
家

の
請

を
甘
受
す

る

こ
と
に
し
よ
う
と
考

へ
る
。

`

二

元
來
、
羅
馬
法
に
於
け
る
故
意

の
概
念
は
、
法
技
術
的
意
味
で
は
、
法
規
違
反
の
結
果

を
實
現
せ
し
め

ん
と
す

L

る
意
思
、
即
ち
、
今
日
の
通
常

の
用
語
例
で
い
ふ
乏
こ
ろ
の
、
紺
果
を
発
生

せ
し
む
る
意
圓

を

指

し

た
。

通
常

、

ド

＼

'

(dolus  
eventualis)

(dolus 
indirectus)

L
offler 

. D
ie 

Schnldform
en 

des 
Strafre 

:hts 
in 

vergleichendhistorischer 
and

dogm
atischer 

D
arsttellung 

B
d. I. A

bt.I 
(1895) 

5.59 
ff. 

Schaffstein : D
ie allgem

einen 
L

eliren 
vom

 
V

erbreehen 
in 

ihrer

E
ntw

icklung 
durch 

die 
W

isseusehaft 
des 

gem
eiuen 

gtrafrechts 
(1930) 

S. 107ff.

(dolus)

(A
bsicht)



ール
ス
と

い
ふ
語
そ
れ
自
身
非
難
の
意
味
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
屡

々
、

と
講
は
れ
、
更
ら

に
、
違
法

性
の
認

識
を

指
す
意
味
に
於
い
て

と
い
ふ
語
が
附
け
加

へ
ら
れ
、

と
い
ふ
の
が
共
和
制
時
代
の
立
法
に
於
け
る
慣

(
一
)

用
的
表
現
で
あ
つ
た
と
い
ふ
。

三

間
接
故
意
の
理
論
は
、
斯
く
の
如
き
羅
馬
法
傳
來

の
故
意
の
概
念
を
擴
張

せ
ん
と
す
る
學
的
努
力

の
う
ち
に
形
成
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
從
來
の
故
意
の
概
念
を
様
張
す
る
必
要
あ
る
所
以
は
、
刑
事
政
策
的
に
は
、
故
意
を
狭
く
結
果
を
意
圖
す
る

場
合
に
限
る
こ
と
に
よ
り
、
意
圖
以
外
に
し
て
而
も
其
の
心
理
構
造
に
於

い
て
は
意
圖
と
同
様

に
取
扱
ふ
値
打
あ
る
場
合

の
塵
置
に

窮
し
、
訴
訟
的
に
は
、
證
據
手
續

の
獲
達
に
俘
ぴ
、
法
定
證
據

の
原
則
に
拘
束
せ
ら
れ
、
具
躰
的
の
場
合

に
本
來
の
意
味
の
故
意
を

證
明

す
る
こ
と
が
著
る
し
く
困
難
と
な

つ
て
來
た
か
ら
で
あ
つ
た
。

(
一
)

此
の
訴
訟
法
上
の
困
難
を
救
濟
す
る
た
め
に
、
先
づ
推
定
故
意

の
理
論
が
生
じ
た
。
推
定
故
意
は
現
實

故
意

と
樹
立
す
る
観
念
で
あ
つ
て
、
現
實
故
意
が
當
時

の
訴
訟
法
的
意
味
に
於
い
て
完

全
に
證
明
せ
ら
れ
た
故
意

へ
二
)

で
あ
る
の
に
樹
し
.
推
定
故
意
は
、

一
定

の
徴
憑

に
よ
つ
て
其
の
存
在
を
推
定
せ
ら
れ
た
故
意
に
外
な
ら
な
い
。
そ
し
て
之
を
否
定

す
る
た
め
に
は
、
行
爲
者
に
於

い
て
反
対
證
據

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
當
時
の
學
説

で
は
、
如

何
な
る
徴
憑

が

故
意

の
推
定
に
つ
い
て
十
分
で
あ
る
か
、
を
甚
だ
詳
細
に
且
つ
形
式
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
。

然
し
、
斯
く
の
如
き
推
定
故
意

の
理
論
に
よ
つ
て
、

一切

が
解
決
せ
ち
れ
た
課
で

は
な
い
こ
と
、
を
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
.
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蒸
し
、
既
に
伊
太
利
法
學

に
於
い
て
は
、
涌
常
刑

(
p
o
e
n
a
 
o
r
d
i
n
a
r
i

)

の
科
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
現
實
故
意
の
存
在
を
必
嬰
と

し
、
推
定
故
意
に
よ
つ
て
は
、
唯
、
輕
き
特
別
刑

(
p
o
e
n
a
 
 
e
x
t
r
a
o
r
d
i
n
a
r
i
a

)
が
科

せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
ふ
原
則
が
確

立
し
て
居
た
か
ら
で
あ
る
。
固
よ
り
推
定
故
意

の
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
適
法
な
る
採
證
手
續

と
し
て
拷
問
が
許
さ
れ
て
ゐ
た
け

れ
ど
も
、
拷
問
に
よ
つ
て
も
な
ほ
被
告
が
自
白
し
な
い
と
き
に
は
(
如
何
に
し
て
も
通
常
刑
を
科
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
の
で

あ
る
。(一

)
L
o
f
f
l
e
r
 
:
 
a
.
 
a
.
 
O
.
 
S
.
 
1
5
2
 
f
f
.
 
i
n
s
b
e
s
.
 
1
5
6
.

(
二
)

當
時

の
徴
愚

の
意
味

は
、
今
日
吾

々
の
用
ゐ

る
用
語
例
と
'
餘程
相
異
す

る
も

の
で
あ

る
こ
と
を
、
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

。

一
人

の
詮

人

の
證
言

、
裁
判

外

の
自
白
、
管
轄
權

な
き
裁
判
官

び
面
前
に
於
け

る
自
白

等
の
如

き
・
総

て
徴
愚

に
数

へ
ら
れ

る

(
L
o
f
f
 
l
e
r
.
a
.
a
.
O
.
S
.
1
5
3

参
照
)

(

一
)

・

四

そ
こ
で
羅
馬
法
傳
來
の
故
意
概
念

の
擴
張
は
、
次
の
三
方
向
に
於
い
て
試
み
ら
れ
た
。
其
の
第

一
は
、
バ

ル
ト
ル
ス
の
横
威

に
よ
つ
て
代
表
せ
ら
れ
D
o
c
t
r
i
n
a
 
B
a
r
t
o
r
i

と
よ
ば
れ
る
學
説
、
第
二
は
概
括
的
故
意

(
d
o
l
m
a
 
i
n
 
g
e
n
e
r
e

)
の
理
論
、

第
三

は
、
最
も
重
要
な
る
間
接
故
意

(
d
o
l
u
s
 
i
n
d
i
r
e
c
t
u
s

)
の
理
論
で
あ
る
。
以
下
其

の
概
略
を
述
ぶ
る
に
、
先
づ
、第

一
の
D
o
c
t
r
i
n
a

B
a
r
t
o
r
i

に
よ
れ
ば
、
故
意
の
う
ち
に
は
、
本
來
意
圖
せ
ら
れ
た
行
爲
象
ら
、
客
観
的
判
断
に
よ
つ
て
必
然
的
に
若
く
は
蓋
然
的
に

生
す
べ
き

一
切
の
結
果
が
鰭
せ
ら
る
べ
き
哨
の
、
と
解
ぜ
ら
れ
た
。
即
ち
、

一
定
の
意
圖
に
基
づ
く
行
爲

の
結
果
は
、
其
れ
が
必
然

性
叉
は
蓋
然
性
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
意
圖
せ
ら
れ
ざ
り
し
場
合

若
く
は
意
圖
せ
ら
れ
た
こ
と
が
設
明
せ
ら
れ
ざ
る
場
合

に
も
、
悉
く
本
人
に
蹄
せ
し
む
る
こ
と
を
得
て
、
通
常
刑
を
科
す
る
こ
と
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
、
此
の
理
論

は
、
眞
實
に

は
故
意
概
念
の
擴
張
で
は
な
く
て
、
通
常
刑
の
適
用
範
囲

の
損
張
と
い

ふ
こ
と
に
な
る
こ
と
を
知
り
得
る
。



第
二
の
概
括
附
故
意

の
理
論
は
、
十
三
世
紀
に
確
立
し
た
、
寺
院
法
に
於
け
る
V
e
r
s
a
r
i
 
I
n
 
r
e
 
W
e
l
t
s

の
原
則
の
直
系
と
み

る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
此

の
原
則
は
、
本
來
、
違
法
行
爲
又
は
不
道
徳
行
爲
に
基
づ
い
て
他
人
を
死
に
致

ら
し
め
た
場
合
に
は
燈
侶

た
る
資
格
を
剥
奪
す
る
,
と
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
其
れ
が

一
般
的
に
擴
張
せ
ら
れ
て
、
ぴ
ろ
く
不
法
行
爲
を
企
行
す
る
者
は
自
己

の
行
爲
よ
り
生
じ
た
る

一
切
の
結
果
に
樹
し
て
責
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、と
な
す
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
寺
院
法
學
者

ヨ
ハ
ネ
ス
・

ア
ン
ド
レ
ー
は
、
他
人
の
妻
と
肉
躰
関
係

を
結
ぶ
も
の
は
其
の
婚
姻
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
場
合

に
も
姦
通
の
責
任
あ
り
、
と

解
し
た
と
い
ふ
・
シ
ャ
ッフ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
乏

を
以
て
概
括
的
故
意

の
典
型
的
な
場
合
と
し
て
説
明
し
て
ゐ
楚

)即
ち
・
行
爲
者
は

唯
何
等
か
の
犯
罪
的
意
思
を
以
て
行
爲
す
れ
ば
足
り
る
。
責
任
は
そ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
た

一
切
の
結
果
に
ま
で
及
ぶ
の
で
あ
る
。
然

し
、
此

の
。。學
説
は
、
伊
太
利
法
學
で
は
あ
ま
り
重
ん
ぜ
ら
れ
な
か
つ
た
と
い
ふ
。

第
三
、
最
も
重
要
な

の
は
間
接
故
意
の
理
論
で
、
其
れ
は
、

ト
マ
ス
。
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
思
想
に
依
擦
し
つ
つ
、

ス
ペ
イ
ン
の
法
學
者

(
四
)

コ
ヴ
ァ
ル
ヴ
ィ
ア
ス

(
C
o
v
a
r
r
u
v
i
a
s

)
に
よ
つ
て
大
成
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

聖

ト
マ
ス
は
、
人
間

の
行
爲
の
道
徳
的
価
値

を

其

の
意
思
の
う
ち
に
求
め
、
結
果
を
直
接
に
意
思
す
る
場
合
と
間
接
に
意
思
す
る
場
合
と
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
考

へ
方

は
コ
ヴ
ァ
ル
ヴ
ィ
ア
ス
.に
よ
つ
て
、
其
の
儘
故
意
論
に
導
入
せ
ら
れ
た
。
・即
ち
、
彼
は
、
原
因
に
關
す
る
意

思
の
中
に
は
、
間
接
に
、

通
常
生
す
べ
き
結
果
に
關
す
る
意
思
が
内
在
す
届
こ
と
を
論
じ
て
、
此
塵
に
間
接
故
意
思
の
理
論
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
間
接
故

意

の
理
論
も
亦
、
V
e
r
s
a
r
i
 
i
n
 
r
e
 
i
l
l
i
c
i
t
a

の
原
則
を
思
想
的
背
景
と
す
ゐ
点
に
於
い
て
は
、
前
掲

の
概
括
的
故
意

の
理
論
と

同
檬
で
あ
る
が
、
之
と
相
異
す
る
点
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
概
括
的
故
意
に
あ
つ
て
は
、
犯
罪
的
意
思
を
以
て
行
爲
す
る
場
合
に
は
、



其
の
行
爲
よ
り
生
じ
た
る

一
切
の
結
果
に
ま
で
故
意
責
任
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
の
に
対
し

、
間
接
故
意
の
理
論
咳

、
発
生し
海

結
果
と
行
爲
妻

の
特
殊
な
る
故
意
内
容
と
の
間
の
密
接
な
る
牽
連
関
係

を
必
須
傑
件
と
し
、
唯
、
通
常
生
す
べ
き
結
果
に
つ
い
て
の

み
、
故
意
責
任
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
㌃
と
な
す
の
で
あ
る
。
其
の

と
相
異
す
る
点
は
、
寧
ろ
理
論
構
成

の
方

法
に
あ
る
。
間
接
故
意

の
理
論
は
、
あ
く
ま
で
も
故
意
概
念
の
掻
張
で
あ
つ
て
、
発
生

し
た
る
結
果
は
間
接
に
も
せ
よ
意
思
せ
ら
れ

た
と
こ
ろ
、
と
解
す
る
の
に
対
し
、

は
、
或
る
場
合
責
任
條
件
と
し
て
の
故
意
の
存
在
を
端
的
に
抛
棄
す
る

も
の
、
と
い
ふ
ご
占
が
で
き
る
。
唯
、
實
際
上
に
は
、

コ
ヴ
ァ
ル
ヴ
ィ
ァ
ス
は
、

間
接
故
意
に
よ
つ
て
は
輕
き
特
別
刑
が
科
せ
ら

れ

る
に
過
ぎ
ぬ
、
と
考

へ
た
の
に
対
し
、

に
よ
れ
ば
、
既
述
の
如
く
、
擴
張
せ
ら
れ
た

一
切
の
場
合
に
、
通
常

刑
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。

(
二
)

レ
フ
ラ

ー
に
よ
れ
ば
、

の
原
則

が
は
じ

め
て
文
献

に
あ
ら
は
れ
た
の
は
十

二
世
紀
末
の

の

で
あ
る
と

い
ふ

此
の
原
則
は
、
當
時

の

一
般
隔的
な
責

任
原
剣
と
み

る
見
解

も
あ
る
や
う

で
あ
る
が
、
通
説
は
、
本
文
掲
記
の
如
き
信
侶

の
賓

格
を
剥
奪
す

る
場
合
に
の
み
適

用
せ
ら
れ

る
も

の
と
解

し
て
ゐ
る

参
照
)

(
四
)

特
に

五

伊
太
利
法
學
は
、
第
十
五
世
紀
及
び
第
十
六
世
紀
の
頃
、
獨
逸

に
於
い
て
廣
範
囲

に
繼
受
せ
ら
れ
た
。
其
れ
に
よ
つ
て
"
刑

D
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法
理
論
も
重
大
な
る
影
響

を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
羅
馬
法
傅
來
の
故
意
概
念
の
撰
張
ぱ
、
當
初
、
・概
し
て
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
蔭

か
つ
た
き

ろ
の
如
く
で
㍗

然
レ
・其
れ
が
・
ひ
と
た
び
・
カ
ル
プ
ツ
・
フ
(
B
e
n
e
d
i
c
t
 
C
a
r
p
z
o
v
 
 
1
5
9
5
-
1
6
6
4
:

よ
つ
て
承
認
せ
ら

れ
、殊
に
間
接
故
意
の
理
論
が
力
強
く
支
持
せ
ら
れ
て
、
爾
後
普
通
法
時
代
の
學
説
に
決
定
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
つ
た
。
.

カ
ル
プ
ツ
ォ
フ
は
・
既
に
、
そ
の
主
著
P
r
a
c
t
i
c
a
 
N
o
v
a

の
第

一
間
に
於
い
て
・
故
意
の
限
界
の
問
題
を
取
扱
ひ
、
殺
害
の
意
思

(
A
n
i
m
u
s
 
o
c
c
i
d
e
n
d
i

)

な
く
し
〆
.殺
人
罪

の
通
常
刑
を
科
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
否
か
、
を
問
題
と
し

て
ゐ
る
。
そ
も
そ
も
、

カ

ル
プ

ツ
ォ
フ

の
故
意
論
を
正
常
に
琿
解
す
る
鍵
は
、
彼
が
刑
法
學
者
た
る
・と
同
時
に
、

四
十
年
間
を
ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
の
裁
判
官
と
し

て
終
始
し
た
練
達
な
る
實
際
家
で
あ

つ
た
点
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
洵
に
、
彼

に
と
つ
て
は
、
殺
人
罪
に
於
け
る
直
接
故
意
の

立
證

は
甚
だ
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
殺
害

の
意
圖
あ
る
場
合
の
み
な
ら
す
、
故
意

に
よ
る
傷
害
の
結
果
必
然
的
に
被
害
者
を
死
に

へ
三

)

、

致
ら
し
む
る
が
如
き
場
合
に
も
㍉
通
常
刑
を
科
す
る
必
要
あ
り
、
と
い
ふ
の
は
、
當
初
か
ら
の
動
か
ざ
る
確
信
で
あ
つ
た
。
老

こ
で

彼
は
あ
ら
ゆ

る
論
様
に
よ
つ
て
　其
の
確
信
を
裏
付
け
よ
う
と
し
、
第

一
に
D
o
c
t
r
i
n
a
 
B
a
r
t
o
r
i

を
採

用
ず
る
。

ヵ
ル
プ
ツ
ォ
フ
は

云
ふ
。

『
一
般
に
死
を
も
た
ら
す
に
適
す
る
が
如
き
侵
害
を
他
人
に
與
ふ
る
者
は
、
假
令
、
殺
害

の
意
圖
な
か
り
し
場
合

で
も
、
あ

(
四
)

た
か
も
殺
害
の
意
圖
が
あ
つ
た
如
く
、
通
常
刑
を
以
て
虚
罰
せ
ら
れ
訟
ば
な
ら
ぬ
。
』

然
し
、
彼
は
、
同
時
に
實
質
的
に
故
意
概
念

を
擴
張

す
る
。と
こ
ろ
の
、
前
揚

の
概
括
的
故
意
や
間
接
故
意

の
理
論
を
挙
げ

て
自
己
の
主
張
を
支
持

せ
ん
と
す
る
の
で
あ

る
。
既
に

D
o
c
t
r
i
n
a
 
B
a
r
t
o
r
i

に
よ
つ
て
通
常
刑
の
適
用
範
囲

が
擴
張張
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
必
す
し
も
故
意
概
念
の
擴
張

は
必
要
と
し
な
い
し
、

ま
た
概
括
的
故
意

の
理
論
に
よ
つ
て
故
意
行
爲
の
結
果
は
行
爲
當
時
意
識
せ
ら
れ
た
と
否
と
に
拘
ら
す
ひ
ろ
く
行
爲
者
の
故
意
責
任



に
歸
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
間
接
故
意
の
問
題
は
あ
ら
た
め
て
馨

ら
れ
る
必
票

な
い
筈
で
あ
る
、
而
も
、
斯
く
の
如
く
、
自
己

の
主
張
を
維
持
す
る
た
め
に
互
に
矛
膚
す
る
根
擦
を
並
列
さ
し
て
格
別
意
と
し
な
W
の
は
、當
時
の

一
般

の
學
風
で
あ
つ
た
と
い
ふ
っ

そ
こ
で
レ
フ
ラ
ー
は
謂
ふ
。

『
自
分
は
、

カ
ル
プ
ツ
ォ
フ
の
論
設
に
關
す
る
詳
細
な
批
判
は
省
略
し
て
差
支

へ
な
い
、

と
信
す

る
。

其

の
新
し
き
部
分
は
、
大
躰
に
於

い
て
よ
ろ
し
く
な
い
。
如
何
に
、彼
自
身
が
み
つ
か
ら
論
證

す
る
と
こ
ろ
を
尊
重
す
る
こ
と
…砂
く
、

且
ρ
如
何
に
、
自
己

の
先
入
見
を
當
時
行
な
は
れ
た
仕
方
を
も
つ
て
飾
り
立
て
(硬

め
に
論
議
し
て
ゐ
る
か
、
と
い
き

と
は
、
彼

自
身
が
其
の
著
述
中

の
矛
瘡
に
於
い
て
既
に
明
白
に
告
白
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
』

ヵ
ル
プ
ツ
ォ
フ
の
故
意
論
は
、

以
上
述
ぶ
る
如
く
、
決
し
て
す
ぐ
れ
た
も
の
で
は
な
い
に
拘
ら
す
、
當
時
に
於
い
て
其

の
占
め
て

ゐ
た
権
威
と
、
何
よ
レ
も
、
純
粋
な
る
殺
人
の
故
意
を
立
詮
す
る
困
難
を
救
濟
し
て
、
實
際
の
要
求
に
應
ず
る
の
に
甚
だ
便
宜
で
あ
、

つ
た
た
め
に
、
廣
汎
な
る
支
持
を
受
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

カ
ル
プ

ツ
ォ
フ
の
生
涯
と
其

の
獨
逸

法
學

は
膏
ら
し
た
影
蓼

に
つ
き
、

刑
法
上
の
主
著
は

六

ヵ
ル
プ
ツ
ォ
フ
以
後
、故
意
論
殊
に
間
接
故
意

の
概
念
の
発
展

に
寄
與
せ
る
は
、
ラ
イ
ザ
ー
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學
説
で
あ
る
。
彼
は
、
傷
害

の
意
圖
の
み
あ
つ
て
殺
害
の
意
圖
な
き
と
き
に
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
如
何
に
T塵
罰
せ
ら
る
ぺ
き

で
あ
る
か
、
と
い
ふ
疑
問
に
対
し

、
行
爲
者
は
間
接
に
殺
害
の
意
圖
を
有
す
る
が
故
に
通
常
刑
を
科
せ
ら
れ
て
よ
い
、
と
答

へ
る
。

其

の
結
論
は
カ
ル
プ
ツ
ォ
フ
と
同
様
で
あ

る
が
、
其
の
根
擦
は
全
く
、相
異
す
る
の
で
あ
つ
て
、

ラ
イ
ザ
ー
は
、
此
の
場
合
に
は
行
爲

者

は
結
果
の
発
生
を
認
容

(
E
i
n
w
i
l
l
i
g
u
n
g

)
す
る
も
の
、
と
解
す
る
。
此
の
『
認
容
』
は
う
た
が
ひ
も
な
く
擬
制
で
あ
る
が
、斯
く

の
如
く
結
果

の
発
生
を
認
容
す
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
ラ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
行
爲
に
よ
つ
て
爽
生
し
た
意
圖
せ
ざ
る
結

果

に
つ
い
て
も
、
行
爲
者
が
責
任
を
負
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
と
な
る
.
斯
く
の
如
き
考

へ
方
は
、
必
然
的
に
故
意
概
念
の
擴
張

を
制
約
ず
る
方
向
に
む
か
ふ
の
で
あ
つ
て
、
殺
人
の
間
接
故
意
あ
り
と
す
る
に
は
、
從
來
考

へ
ら
れ
て
居

る
如
く
、
違
法
行
爲
に
よ

つ
て
死
の
結
果
を
生
じ
、
而
し
て
之
を
豫
児
し
得
べ
か
り
し
場
合
と
い
ふ
條
件

の
み
で
は
足
り
な
い
と
し
て
、
實
例
を
畢
げ
て
説
明

し
て
ゐ
る
。

即
ち
、
安
息

日
を
守
ら
ず
に
樹

を
切
り
た
ほ
し
た
り
又
は
禁
止
の
場
所
で
デ
ィ
ス
カ
ス
を
投
げ
た
り
し
て
過

つ
て
全

殺
し
た
場
合
、
假
令
其
の
結
果
が
豫
見
し
得
べ
か
り
し
と
き
で
あ
つ
て
も
故
意

の
殺
人
を
認
め
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
と
な
し
、
其

れ
故
に
殺
人
の
間
接
故
意

(
a
n
i
m
u
s
 
o
c
c
i
d
e
n
d
i
 
i
n
d
i
r
e
c
t
u
s

)
は
、
侵
害
故
意

(
a
m
i
n
u
s
'
 
n
o
c
e
n
d
i

)

を
も
つ
て
、
置
き
換

へ
る

こ
と
を
要
す
る
、
と
考

へ
る
の
で
あ
る
。

(
二
)

そ
こ
で
結
局
ど
う
な
る
の
か
。
ボ
ー
ル
ト
は
、
錯
雑
せ
る
ラ
イ
ザ
ー
の
故
意
論
を
次
の
如
く
に
要
約
す

る
。
即
ち

『
推
定

せ
ら
れ

た
結
果
発
生

の
可
能
性
に
關
す
る
認
識
と
侵
害

の
意
思
は
、
故
意
責
任
の
最
低
條
件
で
あ
る
。
其

の
存
す

る
場
合
に
は
、
結
果
に
關

す
る
行
爲
者

の
認
容
が
あ
る
も
の
と
し
て
責
任
の
基
礎
と
な
る
。
』



二

)

ω
S
c
h
a
f
f
s
t
e
i
n
 
:
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
.
1
2
2
.

(
二
B
 
k
l
t
 
:
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
2
0
6
.

(
一
)

七

間
接
故
意
の
理
論
は
、

ぺ
ー
マ
ー

(
J
.
 
S
.
 
k
'
.
 
v
o
n
 
B
4
h
m
e
r
 
1
7
0
4
-
1
7
7
2

)
の
晩
年
の
著
作
に
よ
り
、
著
る
し
き
轉
換
を
示

し
た
。

べ
ー
マ
ー
に
よ
れ
ば
、

一
切
の
責
任
の
基
礎
と
な
る
も

の
は
意
思
で
あ
る
。
而
し
て
故
意
は
、
常
に
特
殊
化
せ
ら
れ
た
故
意

(
d
o

i
n
s
 
s
p
e
c
i
a
l
i
s

)

で
あ
つ
て
、
殺
人
の
故
意
は
特
に
殺
害
に
む
け
ら
れ
た
行
爲
者

の
意
思
で
あ
る
。
從

つ
て
、
從
來
考

へ
ら
れ
た
如

き
概
括
的
故
意

(
d
o
l
u
s
 
i
n
 
g
e
n
e
r
e

)
は
認
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
課
と
な

る
。

更
ら
に
、
べ
ー

マ
ー
は
傳
統
に
從
つ
て
、
画
接
故
意

と
間
接
故
意
と
を
区
別
し
た
。
然
し
、
其

の
間
接
故
意
の
内
容
は
、
今
や
從

來

の
そ
れ
と
は
全
く
相
異
し
て
、
意
圖
せ
ら
れ
ざ
り
し
納
果
を
未
必
的
に
認
容

(
e
v
e
n
t
u
e
l
l
e
 
E
i
n
w
i
l
l
i
g
u
n
g

)
す
る
場
合
を
意
味

す
る
。
未
必
的
に
認
容
す
る
と
は
、
其

の
発
生
し
た
場
合

を
豫
想
し
つ
」
之
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
、
吾

々
は
べ
ー

マ

ー
に
於
い
て
は
じ
め
て
未
必
の
故
意

(
d
o
l
u
s
 
e
v
e
n
t
u
a
l
i
s

)
と
い
ふ
表
現
を
見
出
す
こ
と
と
な
る
。
卸
ち
、
ベ

ー
マ
ー
に
於
い
て

(
二
)

は
、
間
接
故
意
は
未
必
の
故
意
な
の
で
あ
る
。

然
し
・

べ
ー
マ
ー

は
・
間
接
故
意

(未
必
の
故
意
)
を
認
め
る
た
め
の
要
件
と
し
て
次
の
五
頃
を
鐸

て
ゐ
る
。
即
ち
（
一

)
違

法
行
爲
の
な
さ
れ
た
る
こ
と

(
d
a
s
 
v
e
r
s
a
r
i
 
i
n
 
r
e
 
i
l
l
i
c
i
t
a

)
此

の
要
件
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
洵

に
レ
フ
ラ
ー
の
指
摘
す
る

如
く
、
間
接
故
意

の
歴
史
的
残
澤
で
あ
る
が
、
ベ
ユ
マ
ー
は
、
其
の
行
爲
が
、
當
然
に
且
つ
絶
対
的
に
違
法
な
る
も
の
た
る
こ
と
を

要
件
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
間
接
故
意

の
範
囲
を
適
當
に
制
限
し
得
る
も
の
、
と
考

へ
た
。

(
二
)
侵
害
の
意
思
(
d
e
r
 
a
n
i
m
u
s



の
あ
る
こ
と
。

(
三
〉

被
害
者
に
対
す

る
恰
…悪

、の
、存
在
す
ハゐ
と
馬

と
。

へ四
)
侵
害
が
挑
嚢
に
基
づ
く
場
合

に
あ
ら
ざ
る
こ
と

(
五
)
其
れ

は
行
爲
の
當
然
の
結
果
た

る
と
土
今に
、
其

の
結
果
は
行
爲
者
に
よ
り
豫
見
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
こ
と

べ
ー
マ
ー
は
間
接
故
意
を
以
上
の
如
く
規
定
す
る
こ
ゐ
に
よ
つ
て
∩
實
際
上
に
は
特
に
次
の
二
点
に
於

い
て
重
要
な
る
寄
與
を
も

た
ら
し
て
ゐ
る
と
解
せ
紅

罷

笙

に
は
・
從
來
直
接
故
意
は
・
茎

く
賛

を
意
圖
す
る
場
合
の
み
に
限
奪

ら
れ
て
ゐ
た
の

で
あ
る
が
、

べ
ー

マ
ー
に
よ
れ
ば
、
間
接
故
意
が
未
必
的
な
る
結
果
の
容
認
た
る
こ
と
よ
り
、
行
爲
者
に
よ
り
豫
見
せ
ら
れ
て
ゐ
た

と
こ
ろ
の
行
爲
よ
り
必
然
的
に
発
生

す
る
意
圖
せ
ら
れ
ざ
り
し
結
果
も
亦
、
直
接
故
意

の
領
城
に
薦
す
る

こ
と
と
な
つ
た
。
第
二
に

は
、
結
果
褒
生

の
可
能
性
を
現
實
に
認
識
す
る
こ
と
は
、
べ
ー
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
間
接
故
意
を
認
定
す
る
た
め
に
、
必
要
鉄
く
べ
か

ら
ざ
る
要
件
で
あ
つ
た
。
蓋
し
、從
來
の
如
く
結
果
畿
生
の
可
能
性
の
認
識
を
推
定
し
得
る
の
み
で
は
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
、

他
面
ベ
ゴ

マ
ー
は
、
結
果
護
生
の
可
能
性
を
豫
見
し
た
る
場
合
は
、
直
ち
に
之
を
以
て
結
果
を
未
必
的
に
認
容
し
た
も
の
と
解
す
る

点
に
於

い
て
、
現
代
の
所
謂

は
相
異
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ペ

ー

マ
1

の
経

歴

や
學

説

は
、

前
掲

の

に
詳

細
で
あ

る
。
其

の
主

著
ば

、

で
あ

る

が

、
間

接

敏

意

の
問

題

・ト
つ

い
て

は

.

に
於

い
'て
凋
自

の
立
場
が
樹
立

せ
ら
れ
、

に
於

い
て
ヴ
オ
ル
フ
哲
學

に

依
擦

し
つ

っ
實
際

上
の
結
果

を
十
分

に
顧
慮

し
て
更
ら

に
考
察

が
深

め
ら
れ

て
ゐ

葛
と

い
ふ
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八
ベ

ー
マ
ー
と
前
後

し
て
、
當
時
の
間
接
故
意

の
學
説
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
自
然
法
學
者
ネ
ッ
テ
ル
プ
ラ
ッ
ト

(
N
e
t
t
e
l
b
l
a
t
t

)

の
論
文

『間
接
故
意
に
基
づ
く
殺
人
』
(
D
e
 
h
o
m
i
c
i
d
i
s
 
e
x
 
i
n
t
e
n
t
i
o
n
e
 
i
n
d
i
r
e
c
t
&
 
c
o
m
m
i
s
s
i
s
.
 
1
7
5
6

)
で
あ

(
一
)

(
二
)

つ
た
。

其
の
影
響
の
廣
汎
で
あ
つ
た
の
は
、
主
と
し
て
彼

の
論
述
が
ヴ
ォ
ル
フ
に
依
擦
し
つ
つ
爲
さ
れ
た
た
め
で
あ

つ
た
と
い
ふ
.

ヴ
ォ
ル
フ
哲
學
が
當
時

の
思
想
界
を
風
歴
し
た
状
態

は
、

洵
に
、
今
日
吾

々
に
と
つ
て
想
像
外
の
も
の
が
あ
つ
た
ら
し
い
。

ネ
ッ
テ

ル
ブ
ラ
ッ
・,
に
よ
れ
ば
、直
接
故
意
に
於
け
る
責
任
非
難
は
、
行
爲
者
が
可
罰
的
な
る
結
果
を
可
能
な
る
も

の
と
し
て
豫
見
し
た
が
故

、

、

.

.

、

、

、

、

、

、

に
行
爲
し
た
点
に
在
る
。
間
接
故
意
に
於
け
る
責
任
非
難
は
、
行
爲
者
が
可
罰
的
な
結
果
を
可
能
な
る
も

の
と
し
て
豫
見
し
た
に
拘

ら
す
行
爲
し
た
点
に
見
出
さ
れ
る
。
實
際
の
適
用
と
し
て
は
、
結
果
の
発
生

が
意
圖
せ
ら
.れ
は
し
な
か
つ
た
が
必
然
.的
な
避
け
難
き

も
の
と
し
て
豫
見
せ
ら
れ
た
場
合
に
は

、
ベ
ー

マ
ー
に
從

へ
ば
直
締
故
意

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

ネ
ゥ
テ
ル
プ
ラ
ッ
ト
に
從

へ
ば
聞
接
故
意
が
存
す
る
こ
と
と
な
る
。
而
し
て
、

。
ベー

マ
ー
に
よ
る
も
ネ
ッ
テ
ル
ブ
ラ
ッ
ト
に
よ
る
も
、

間
接
故
意
は
直
接
故
意

に
比
較
し
て
、
よ
り
輕
き
責
任
條
件
と
考

へ
ち
れ
て
ゐ
る
。
蓋
し

『
間
接
故
意

に
よ
り
殺
人
を
な
す
者
は
、
死
な
ぬ
こ
と
を
よ
り
望

(
三
)

む
、
之
に
対
し

直
接
故
意
に
よ
り
殺
人
を
な
す
者
は
、
死
の
生
す
る
こ
と
を

二
暦
の
ぞ
む
』
が
故
で
あ
る
。

斯
く
て
、

間
接
故
意
論
に
於
け
る
ネ
ッ
テ
ル
ブ
ラ
ッ
ト
の
最
も
重
要
な
る
功
積
は
、

べ
ー
マ
ー
と
同
様

に
、
行
爲
者
は
結
果
發
生

の
可
能
性
を
現
實
に
豫
見
し
た
こ
と
を
必
要
と
す
る
、
軍
に
、
豫
見
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

(
V
o
 
r
a
m
 
s
s
e
h
e
n
N
i
l
s
s
o
n

)

の
み
で
拡

足
ら
ぬ
定
と
を
、
極
め
て
明
確
に
論
じ
た
点
で
あ
る
。



ネ
ッ
テ
ル
ブ
ラ
ッ
ト
は
・
間
接
故
意
の
要
件
と
し
て
・
ぺ
ー

マ
ー
の
如
く
、
V
e
r
s
a
r
i
 
i
n
 
r
e
 
t
i
l
i
c
i
t
a

を
必
要

と
し
な
い
。
然
し

べ
ー

マ
ー
と
共
に
A
n
i
m
u
s
 
n
o
c
e
n
d
i

は
之
を
必
要
と
考

へ
た
。
斯
く
解
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
故
意

概
念
の
不
當
な
る
擬
大
を

防
止
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
つ
た
。

(
一
)

o
S
c
h
a
f
f
s
t
e
i
n
 
:
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
6
.
1
2
6
 
1
2
8
.

(
二
)
S
c
h
a
f
f
s
t
e
i
n
 
:
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
1
2
6
.
 
L
o
f
f
l
e
r
 
:
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
6
.
1
7
7
 
1
7
9
.

(
三
)
S
c
h
a
f
f
s
t
e
i
n
 
:
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
1
2
7

九

上
來
縷
述
す
る
如
く
、
伊
太
利
法
學
を
綴
受
し
た
間
接
故
意
の
概
念
は
、

カ
ル
ーブ
ツ
ォ
フ
に
よ
つ
て
力
強
く
基
礎
づ
け
ら
れ

て
以
來
、
十
七
世
紀
よ
り
十
八
世
紀
に
が
け
て
、
何

の
疑
問
も
投
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。
も
と
よ
り
、
ラ
イ
ザ
ー
、

べ
;

マ

ー
、

ネ
ッ
テ
ル
ブ
ラ
ッ
ト
と
次
第
に
内
容
上
著
る
し
き
変
貌
を
受
け
た
け
れ
ど
も
、
な
ほ
概
念
そ
の
も
の
。・と
し
て
は
、

肯
定
せ
ら
れ

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
十
八
世
紀
の
絡

り
の
四
年
世
紀
に
於

い
て
最
後
的
な
検
討
を
受
る
こ
と
と
な

つ
た
。
刑
法
理
論
全
躰
の

う
ち
で
、
故
意
論
、
就
中
、
間
接
故
意
の
理
論
に
關
す
る
も
の
以
上
に
啓
蒙
思
潮
が
す
る
ど
き
理
論
的
批
判
を
む
け
た
領
域
は
他

に

な
い
と
謂
は
れ
て
居
る
。
其
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。
理
由
は
甚
だ
簡
単

と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
、
其

の
普
通
法
時
代
に
支
持
せ

ら
れ
て
ゐ
た
根
擦
は
、
專
ら
詮
明

の
困
難
を
救
濟
せ
ん
と
す
る
意
圖
を
含
む
刑
事
政
策
的
な
要
請

で
あ
つ
た
。
之
れ
は
お
よ
そ
啓
蒙

思
潮
の
基
底
を
な
す
人
権
尊
重
の
要
求
と
は
正
反
対

の
も
の
で
あ
る
。

『
百
人
の
罪
人
を
冤
れ
し
む
、る
と
も

一
人
の
無
享
を
罰
す
る

な
か
れ
。
』

と
い
ふ
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
間
接
故
意
の
理
論
を
否
定
す
る
方
向
を
、
力
強
く
指
す
も

の
で
あ

る
こ
と
は
、
言
を
用
ひ
ぬ

で
あ
ら
う
。



此

の
時

期

に
於

い

て

、
間

接

故

意

の
概

念

を

否

定

す

る
有

力

な

る
學

説

と
.し

て

は
、

グ

ラ
ー

フ

・
ゾ

ー

デ

ン
、

ク

リ

ス
チ

ァ

ニ
、

・

(

一
)

ピ
ュッ
ト
マ
ン
、
ク
ラ
イ
ン
、
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ
ー
ド
等
の
そ
れ
を
墨
げ
る
ζ
と
が
出
來
る
ゆ

(
一
)

グ
ラ
ー
フ
・ゾ
ー
デ
ン

(
G
r
a
f
 
S
o
d
e
n

)
は
、
其

の
著
G
e
i
s
t
 
d
e
r
 
p
e
i
n
l
.
i
c
h
e
n
 
"
G
e
s
e
t
z
g
e
b
u
n
g
 
T
e
n
t
s
c
h
l
a
n
d
s

(

F
r
a
n
k
 
f
u
l
l
.
 
1
 
A
u
f
l
.
 
1
7
8
2
 
8
'
3

)

に
於
い
て
、
間
接
故
意
を
否
定
し

、
從
來

の
如
く
責
任
條
件
を
故

意
と
過
失
に
岐
つ
傳
統
に

從
は
李
、
故
意

(
V
o
r
s
a
t
z

)

同
意
責
任

(
e
i
n
w
i
l
l
i
g
e
n
d
e
r
 
S
c
h
u
l
d

)
及
び
遜
失

(
F
a
h
r
l
a
s
s
i
g
k
e
i
t

)

に
三
分
し
て
、
同
意

責
任
を
以
て
其
の
否
定
し
た
る
間
接
故
意
に
置
嚢

え
ん
と
し
た
馨

あ
撃

)
此
の
責
篠

住

一蓉

慧

は
・
當
面
の
問
題
た
る

未
必
の
故
意
を
否
定
し
つ
つ
、

レ
フ
ラ
ー
や
ミ
ツ
チ
ヵ
を
維
て

一
九
二
六
年

の
チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ
ワ
キ
ヤ
刑

法
豫
備
草
案
に
於
い
て
結

實
す
る
こ
と
と
・な
つ
た
。
後
に
款
を
改
め
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
ヒ
と
に
し
た
い
。

、

(
二
)

ゾ
ー
デ

ン
に
績
い
て
、
ク
リ
ス
チ
ァ
ニ

(
C
h
r
i
s
t
i
a
n
i

)
は
、
有
名
な
る
論
文
D
i
e
 
C
h
i
m
a
r
e
 
e
i
n
e
s
 
T
o
t
a
c
h
l
a
g
s
 
a
u
s

i
n
d
i
r
e
c
t
e
i
n
 
V
o
r
s
a
t
z

に
於
い
て
、
間
接
故
意
の
概
念
に
樹
し
苛
辣
な
る
攻
撃

の
双
を
向
け
、
其
の
結

語
に
於
い
て
『
刑
法
が
本
來

定
む
る
と
こ
ろ
以
上
に
峻
嚴
に
解
釈

せ
ら
れ
る
こ
と
が
や
め
に
な
り
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
や

ベ
ッ
カ
リ
ヤ

等

に
よ
り
て
唱
道
ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
賢
明
な
る
寛
大
が
、
ひ
と
り
哲
學
を
講
す
る
教
室

で
讃
美
せ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
ら
す
、
現
實
の
法
廷
で
適
用
せ
ら
れ

る
こ
と

(
三

)
・

に
な
る
な
ら
ば
、
獨
逸

人
は
如
何
に
幸
福

で
あ
ら
う
か
。
』
と
蓮
べ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
其
の
未
必
の
故
意
と
認
識
あ
る
過
失
と
の

区
別
の
標
準
と
し
て
考

へ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
現
代
の
そ
れ
と
本
質
的
に
格
段

の
誉
異
が
な
い
と
い
ふ
b
然
し
、
ク
リ
ス
チ
ア

ニ
が

重
点
を
置

い
た
の
は
、
間
接
故
意
を
排
撃
す
る
消
極
的
側
面
で
あ
つ
た
た
め
に
、
故
意
の
限
界
の
間
題
を
深
く
論
す
る
こ
と
は
し
て



ゐ
な
い
ら
し
い
。

ク
リ
ス
チ
ア

ニ
の
議
論
に
慮

へ
る
エ
ジ
・ン
ェ
ン
バ
ツ
ハ

(
E
s
c
h
e
n
b
a
c
h

)

の
労
作
は
、
傳
統
的
な
立
場
か
ら
、
間
接
故
意
の
概
念

を
擁
護
す
る
最
後
の
重
要
な
文
献
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
そ
れ
は
何
等
新
し
き
も
の
を
加

ふ
る
ζ
と
を
得
す
、
唯
、
,直
接
故

"

(四
)

意

の
立
諦

の
困
難
を
救
濟
す
る
こ
と
が
、
間
接
故
意

の
概
念
の
最
も
重
要
な
る
長
所
た
る
こ
乏
を
論
じ
得
た

に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

(
三
)

ゾ
ー
デ

ン
の
構
想
を
綴
承
し
、
類
似
の
態
度
を
以
て
間
接
故
意
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
ク
ラ
イ

ン
の
説
を
挙
げ
る
こ

へ
五
)

と
が
出
來
る
。
ク
ラ
イ
ン
は
、

(
K
l
e
i
n

)
故
意
・過
失
を
以
て

一
元
的
に
意
思
の
最
疵
に
基
づ
く
も
の
と
解

す
る
の
で
あ
る
が
、
此

一

鼻

の
場
合

に
意
思
と
は
、
意
思
決
定
に
よ
つ
て
行
爲
に
ま
で
行
爲
者
を
規
定
す
る
精
神
力
、
を
意
味
し
、
故
意

は
、
積
趣
的
な
る
悪
し

き
意
恩
(
P
o
s
i
t
i
v
b
o
s
e
r
 
W
i
l
l
e

)
、
過
失
は
、違
法
行
爲
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
る
能
力
と
注
意
と
を
構
成
す
る
善
良
な
る
意
思

の
欠
訣

、即
ち
消
極
的
な
悪
し
き
意
思
(
N
e
g
a
t
i
v
-
b
b
s
e
r
 
W
i
l
l
e

)
と
考

へ
ら
れ
る
。
而
し
て
、積
極
的
な
悪
し
き
意
思
が
、

ク
ラ
イ

ン
の
V
o
r
s
a
t
z
で
あ

つ
て
、
A
b
s
i
c
h
tと
区
別
せ
ら
れ
る
。
意

圖

(
A
b
s
i
c
h
t

)

と
い
ふ
概
念
は
、
必
す
し
も
明
確
で
な
い
が
、

結
果
の
意
欲
以
外
に
法
を
侵
害
す
る
た
め
の
侵
害
と
い
ふ
意
味
が
あ
る
ら
し
い
。

一
般
の
犯
罪
で
は
、

意

圖
を
必
要
せ
す
、

故
意

(
V
o
r
s
a
t
z

)
を
以
て
足
9
、
其
の
概
念
は
、
『
次
第
に
浩
え
て
ゆ
く
V
e
r
s
a
r
i
 
i
n
 
r
e
 
i
l
l
i
c
i
t
a

の
要
求
を
曙
獣
の
う
ち
に
取
り
去

つ

た
聞
接
故
意
』
に
よ
つ
て
構
成
せ
ら
れ
、
即
ち
違
法
な
る
結
果
の
發
生
す
る
可
能
性
を
知
り
な
ガ
ら
何
事

か
を
企
圖
す
る
之
と
を
指

し
、
意
圖
よ
り
も

一
段
低
き
責
任
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。

(
四
)

ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ
ー
ト

(
K
l
e
i
n
s
c
h
r
o
d

)
は
論
じ
て
、
從
來
間
接
故
意
と
せ
ら
れ
た
擾
合
は
、
或
は
故
意
に
、
或
は
過
失
㌧



法

政

,研

究

第
十
四
巻

第
一
號

蝋
八

に
・
若
く
は
純
然
た
る
出
来
事
に
歸
せ
し
め
ら
れ
る
・
と
謂
ふ
。
先
づ
、
『

從
來
間
叢

意
と
し
て
取
誓

れ
て
ゐ
た
も
の
で
・
覆
は

過
失
と
み
る
べ
き
は
、
行
爲
者

の
行
爲
は
故
意
的
で
は
あ
る
が
、
熟
慮
に
よ
ら
す
憤
激
に
基
づ
く
の
で
あ

つ
て
、
結
果
が
内
面
に
於

い
て
行
爲
と
結
び
つ
か
ざ
る
場
合
、
並
び
に
、
熟
慮
を
も
つ
て
行
爲
し
た
者
が
、
豫
見
ぜ
ら
れ
た
る
結
果
を
防
止
す
べ
く
あ
ら
ゆ
る

輯

努
力
を
彿
ふ
場
合
で
あ

る
。
之
に
鋼
し
て
、
結
果
が
行
爲
と
極
め
て
密
接
に
結
び
つ
き
、
其
の
結
果
は
通
常
の
因
果
の
進
展
に
於
い

て
生
す

る
と
こ
ろ
で
、
且
つ
、
如
何
な
る
理
性
を
具

へ
た
人
も
之
を
洞
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
如
き
場
合

に
は
、
其

の
發
生
し
た
結

果
に
樹
し
て
故
意
が
存
し
、
之
が
未
必
の
故
意

で
あ
る
、
と
説
明
す
る
。
此
の
未
必
の
故
意
の
説
明
は
、
必
す
し
も
、
行
爲
當
時
にソ

於

い
て
行
爲
者
が
現
實

に
結
果
焚
生
の
可
能
豊
を
豫
見
し
て
ゐ
た
こ
と
を
要
件
と
せ
ぬ
が
如
く
に
解
せ
ら
れ
、
吾
々
が
今
日
考
ふ
る

と
こ
ろ
と
梢

々
乖
離
す
る
如
く
で
あ
る
が
、
然
し
ク
ラ
イ
ン
シ
ー
ロ
ー
ト
自
身
は
、

故
意
の
本
質
を
以
て
結
果
に
む
け
ら
れ
た
意
思

に
求
め
て
、
今
日
普
通
の
意
味
の
未
必
の
故
意
を
、
観
念
し
て
ゐ
た
ら
し
い
。
其
れ
な
、
次
の
如
き
説
明
か
ら
も
窺
ふ
こ
と
が
出
來

る
。

『他
人
に
健
康
侵
害
の
目
的
で
毒
を
與
ふ
る
…場
合
に
、
其

の
毒
が
致
死
の
結
果
を
齎
ら
す
で
あ
ら
う
と
い
ふ
考

へ
が
去
り
難
い

こ
と
が
あ
り
得
る
。
此

の
考

へ
が
行
爲
者
を
控
制
せ
ぬ
限
り
、
被
害
者
が
死
ん
で
も
。
其
れ
は
行
爲
者

の
考

へ
通
り
だ
つ
た
鐸
で
あ

る
。
即
ち
、
此
の
場
合
に
は
、
行
爲
者
は
、
第

一
に
而
し
て
主

と
し
て
、
健
康
侵
害
と
致
死
と
双
方
に
む
け
ら
れ
て
居
る
。
』
然
ら

ば
、
斯
く
の
如
き
未
必
の
故
意
止
過
失
と
の
区
別
は
何
庭
に
在
る
か
。

『
結
果
の
護
生
を
可
能
な
る
も
の
と
し
∫
豫
見
し
な
が
ら
、

其
れ
を
意
思
す
る
こ
と
な
く
、
其
の
結
果
を
発
生

せ
し
め
ぬ
や
う
に
行
爲
を
塩
梅
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
考

へ
て
ゐ
た
場
合
、
處
れ

て
ゐ
た
結
果
が
實
際
に
稜
生
し
て
も
、
行
爲
者
に
故
意
の
責
任
を
歸

せ
し
む
る
こ
と
声を
得
な
い
。
か
や
う
な
場
合

に
は
過
失
が
あ
る



に
と
ど
ま
る
。
』
即
ち
、
其
の
故
意
と
過
失
の
限
界
を
定
む
る
基
準
は
、一
現
代
の
意
思
主
義
の
論
者
の
述

べ
る
と
こ
ろ

と
殆
ん
ど
相

異
は
な
い
の
で
あ
る
。

に
よ

れ

ば
、

ク

ラ
イ

ン

シ
ュ
ロ
ー
ト
の
本
書

に
於
け

る
責

任
論

は
混
瓢
を
以

て
満
た
さ
れ
て
ゐ
る
と

い
ふ
o

私
は
專
ら

の
要
約

に
從

つ
て
叙

述
を
進
め
て
ゐ

る
。

一
０

フ
ォ
イ

エ
,ル
パ
ッ
ハ
の
故
意
論
は
、
其

の
心
理
強
制
主
義

の
刑
法
學
説
を
基
調
と
し
で
展
開
せ
叙
れ
る
。
即
ち

『
故
意
と
は

(
一
)

自
.己
の

の
違
法
性
を
意
識
し
つ
製
目
的
と
し
た
る
権
利
侵
害
の
意
思
決
定
な
り
。
』
と
定
義
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
此

の
概
念
規
定
に
よ
れ
ば
、
故
意
は
.
も
と
よ
り
犯
罪
た
る
結
果
を
意
圓
し
目
的
と
す
る
場
合

に
の
み
限
ら
れ
、
而
も
、
所
謂
違
法
性

の
意
識
は
、

フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
、

可
罰
性

の
意
識
で
あ
る
た
め
に
、
其
の
本
來
の
故
意
概
念

は
極
め
て
狭
ま
い
も
の
に

な
つ
て
し
ま
ふ
。

然
し
、
フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
酒
は
、
、其
の
初
期
の
理
論
に
於
い
て
は
、

『
違
法
な
る
自
由

意
思
に
基
づ
く
行
爲

の
結

,

(
二

)

果
は
、
例
外
た
る

一
定

の
根
據

が
明
白
に
な
る
ま
で
、
意
思
の
目
的
と
せ
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。』

と
論
じ
て
故

・

β

(
三
)(四
)

罵

意

の
推
定
を
許
す
た
め
に
、
實
際
上
は
、
甚
だ
廣
範
囲

に
故
意
責
任
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る
。

'

次

に
、
故
意

の
種
類
と
し
て
は
、
確
定
故
意

と
不
確
定
故
意

と
の
二
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種
類

が
認
め
ら
れ
る
。
而
し
て
、
確
定
故
意
は

『
生
じ
た
る
違
法
な
る
結
果
が
、
意
思
の
直
接
的
な
且
つ
婁
ら
な
る
目
的
で
あ
る
』

場
合
に
認
め
ら
れ
、
不
確
定
故
意
は

『犯
人
の
意
圖
が

一
定
の
種
類

の
幾
多
の
模
利
侵
害
に
対
し
、
擇

一
的
に
む
け
ら
れ
る
』
場
合

に
存
す
る
。
此

の
不
確
定
故
意
が
、

フ
ォ
イ
ヱ
ル
バ
ッ
ハ
の

『
未
必
の
故
意
』

(
d
o
l
u
s
 
 
e
v
s
n
t
u
a
l
i
s

)
な

の
で
あ
つ
て
、
其

の
實
例

と
し
て
、

『
復
讐
の
意
圖
を
も
つ
て
人
を
射
撃
す
る
場
合
』

『
必
す
し
も
犯
人
は
相
手
を
殺
害
す
る
つ
も

り
も
な
い
が
、
傷
害
を
與

爆

へ
る
だ
け
の
つ
も
竣
で
も
な

い
。
唯
、
相
手
を
や
つ
つ
け
る
(
S
c
h
a
d
e
n
)

と
い
ふ

一
般
的
な
不
確
定
な
意
圖
を
以
て
實
行
す
る
ζ

と
が
あ
り
得
る
。
其
の
行
爲
か
ら
如
何
な
る
結
果
が
発
生
し
よ
う
と
犯
人
に
は
ど
う
で
も
よ
い
。
唯
、
殺
害
か
傷
害
か
何
れ
か
の
結

(
五
)

果
が
實
現
す
れ
ば
よ
し
と
す
る
場
合

』
を
掲
げ
て
ゐ
る
。

斯
く
て
フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
以
上
蓮
べ
る
以
外
の
故

恵
の
存

仕
を
古
定
し
、
就

甲
、
間

按
故

葱

(
d
o
 
h
i
s
 
i
n
d
i
r
e
c
t
t
r
s

)
を
認

め
な
い
。
即
ち
、

『
犯
人
が

一
定
の
違
法
な
る
結
果
を
目
的
と
し
て
行
爲
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
他
の
違
法

な
る
結
果
を
発
生

せ
し
め
・

た
る
に
拘
ら
す
、
其
の
稜
生
し
た
る
結
果
を
自
己
の
行
爲
よ
り
生
す
る
可
能
性
あ
る
も
の
と
し
て
豫
見
も

し
な
か
つ
た
し
、
豫
見
す

る
こ
と
も
出
來
な
か
つ
た
』
場
合
、
即
ち
こ
れ
は
從
來
間
接
故
意
と
し
て
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

『
此
の
場
合
に

は
、
犯
人
が
現
實
に
意
思
し
た
目
的
に
關
し
て
故
意
が
あ
り
、
犯
人
の
意
固
に
基
づ
か
す
他
の
違
法
な
る
目
的
に
む
け
ら
れ
た
行
爲

よ
り
生
じ
た
其
の
結
果
に
關
聯
し
て
過
失
が
め
る
。
人
は
斯
く

の
如
き
侵
害
の
基
礎
に
存
す
る
意
思
決
定
を
、
故
意
に
よ
つ
て
規
定

せ
ら
れ
た
過
矢

(
C
u
l
p
a
 
d
o
l
o
 
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
a

)
と
い
ふ
こ
と
が
轟
來
る
。
間
接
故
意

(
1
n
d
i
r
e
c
t
e
r
 
D
o
l
u
s

)
と
い
ふ
も
の
は
考

b

(
六
)

へ
ら

れ

な

い
。
」

然

し

、

フ
ォ
イ

ェ

ル
バ
ッ
ハ
は
、

晩

年

、

『
立
法

上
、

此

の
C
u
l
p
a
 
d
o
l
o
 
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
a
 
t
 
d
g
l
u
s
 
i
u
d
e
t
e
t
m



よ
り
も
輕
く
罰
す
べ
き
根
繁

誓

得
る
か
。
余
は
他
の
機
會
に
於
て
塞

異

0
誉

民
る
質

蓋

晦
じ
奪

ど
思

ふ
。
』
と
述
べ
て
、
結
局
、
曩
に
、
理
論
上
正
當
に
否
芒

た
間
接
故
意
を
・
實
際
上
再
び
承
認
す
る
が
如
き
語
調
を
洩
ら
し
て
ゐ

-

.

(
八

)

る
の
で
あ
る
が
、
右
に
約
束
せ
ら
れ
た

、『他
の
機
會

に
於
け
る
説
明
』
は
、
結

局
果
さ
れ
る
こ
と
な
く
し
て
終
つ
た
ら
し
い
。

に

よ
れ

ば

、
既

に
、

そ

の

ら

れ

て

ゐ

る
ら

し

い
●

倫

ほ
、

ヲ
ォ
イ

エ
ル

バ
ッ
ハ
の

れ

る
。

即
ち
、
行
爲
を
決
定

す
べ
き
意
患
的
契
機

の
意
味

で
あ

る

に
於

い
て
故
意

に
關
す

る
全
く
同
様

の
定
訟我
が
掲
げ

の
意
味

に
解

せ
ら

参
照

)
O

又

、

フ

才
イ

エ

ル

バ

ッ

ハ
に

よ

れ
.

ば
犯
葬

は
す

ぺ
て
権
利
侵
害

と
し
て
理
解

せ
ら

れ
、
今

日
ρ
法
盆
概
念

は
未
だ
明
白

に
さ
れ
・て
居
ら
な
か

つ
れ

こ
と
、
特

に
設

明
す
る
ま

で
も
な

い
.

と

こ
ろ

で

あ

る
。

に

よ
れ

ば

、

フ
ォ

ヱ
ル

バ
ッ

ハ
は

、

以
來
、

推
定
故
意
を
勉
棄

し
て

ゐ
る

革

い
ふ

。

(
四
)

フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
の
推
定
故
怠
の
理
講
は
、
フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
の
刑
法
と
し
て
有
名
な
、
一
八

一
三
年
の
バ
イ

エ
ル
ン
刑
法
第

四
十

四
條

に
於

い
て
、
成

文
化
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
難
肋

ざ
し
て
揚

げ
で
お
く

こ
と

に
す
る
。

「
確
賓
な

る
意
圏
を
以

て
行

爲
を
な

し
、
之

に
よ

つ
て

一
般

の
超

験

上

一
定

の
違
法
な

る
結
果

が
直
接

且
つ
必
然
的
に
生
ず

る
こ
と
を
常

と
す

る
場
合

に
は
、
'
明
白
な

る
證
據

に
よ
り
其

の
然
ら
ざ

る
こ
と
が
諮
明
せ

ら
れ
ざ

る
限
り
、
其

の
行
爲

の
結
果

は
意
圖
せ
ら
れ
た
る
こ
と
が
謹
明

せ
ら
れ
た

る
も
の
ざ
し
て
取
扱
は
わ

る
」
。

網
嗣
一
斯
く
の
如
く
、
啓
蒙
思
潮
の
洗
禮
を
経
て
、

ク
ラ
イ
ン
、
ク
ラ
イ

ン
シ
ュ
ロ
ー
ト
及
び
フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ヅ
ハ
に
至
り
、此
塵
に

傅
統
的
な
間
接
故
意
の
概
念
は
全
く
清
算
せ
ら
れ
、
塾
ル
ソ
と
し
て
め
未
必
の
故
意

の
観
念
が
生
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
而
し
て
、
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其

の
彫
琢
は
、
十
九
世
紀

の
學
説
に
委
ね
ら
れ
る
。
今
、
其
の
重
要
な
る
も
の
を
た
ど
蜘
欲
、

(
二
y

.

r

(
一
)

ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

ア
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
を
颪
述
し
つ
つ
、
未
必
の
故
意
を
以
て
樫
二

的
故
意
と
並

ん
で
不
確
定
故
意
㌧の
一
分
ド

肢
た
る
こ
と
を
明
確
に
し
つ
つ
、
行
爲
者
は
、
第

一
に
若
く
は
主
と
し
て
.
輕
き
可
罰
的
な
結
果
を
追
及
す
る
に
當
り
重
き
結
果
の

容
易
に
発
生

す
る
可
能
性
を
豫
見
し
な
が
ら
、
主
た
る
目
的
の
た
め
に
其

の
畿
生
を
認
容
す
る
場
合
で
あ

る
、
と
説
明
し
た
。
か
く

て
、
違
法
な
る
結
果
発
生

の
可
能
性
の
豫
見
と
其
の
事
前

の
認
容
は
、

ヴ
ェ
～
バ
ー
以
來
、
未
必

の
故
意

の
一
般
的
性
格
と
し
て
考

へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
爾
來
、
其
の
重
き
結
果

の
認
容
に
つ
い
て
は
、
e
i
n
w
i
l
l
i
g
e
n
 
g
e
n
e
h
m
i
g
e
n
,
 
b
i
l
l
i
g
e
n
,
 
z
u
s
t
i
m
m
e
n
,

-

(

三

)

、

、

g
u
t
h
e
i
s
s
e
n
,
 
e
i
n
s
t
i
m
m
e
n
,
 
w
i
l
l
i
g
e
n
 
i
n

等
ギ
種

々
の
表
現
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

(二
)

元
來
、
未
必
の
故
意

の
観
念
は
間
接
故
意
よ
り
獲
展
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
ら
う
、
從
來

、
殆
ん
ど
當
然
の
こ
と
と

(四
)

し
て
、
其
れ
は
最
初
か
ら
違
法
行
爲
を
企
圖
す
る
場
合
に
の
み
存
す
る
如
く
考

へ
ら
れ
て
ゐ
た
。

之
に
樹
し
て
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
は
、

適
法
な
る
目
的
を
追
及
す
る
場
合
に
も
亦
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
概
略
、
吾

々
が
今
日
考

へ
る
如
き
未
必
の
故
意
の
観
念
が
形

成
ぜ

ら
れ
る
に
到
つ
た
の
で
あ
る
。

(
三
)

斯
く
の
如
き
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
の
見
解
に

關
聯
つ
つ
、
べ

ル
ナ
ー
は
通
常

未
必
の
故
意
と
稻
せ
ら
砦

の
確

定
故
意
と
未

必
の
故
意

の
競
合
で
あ
る
、
と
説
明
す
る
。
蓋
し
、
其
れ
は
、
よ
り
輕
き
違
法
な
る
結
果
を
意
圖
し
て
行
爲
せ
ら
れ
、
而
も
よ
り
重

き
結
果
が
未
必
的
に
認
容
せ
ら
れ
る
場
合
に
外
な
ら
な
い
。
其
れ
故
に
、
行
爲
者
は
第

一
の
結
果
を
確
定
的
に
意
圖
し
此
の
部
分
に紹

つ
い
て
確
定
故
意
を
持
つ
。
第
二
の
結
果
に
釣
し
て
は
、
唯
發
生
の
可
能
性
を
認
容
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
批
の
部
分
に
つ
い
て



未
必
の
慧

が
存
す
る
課
と
な
る
か
鶏

な
る
未
必
の
故
意
は
、
行
磐

が
譲

な
る
結
暑

意
思
し
な
が
ら
未
必
的
に
生
ず
る
こ

と

あ

る

べ
き

違

法

な

る
結

果

を

豫

め
認

容

す

る
場
合

に
於

て

の
み
存

す

る

、

と
考

へ
た

。

、

一

(
四
)

他

面

、

い

ろ

い

ろ
な

意

味

に
於

い

て
、

未

必

の
故

意

を

否
定

し

、

若

く

は

オ

ル

ソ
ド
ッ
ク

ス
の
概

念

構

成

を

修

正

せ

ん

と

'

(
六
)

(
七
)

.

(
八
)

(
九
)

(
一
〇
)

(
一
一
)

す

る
學

説

も

脈

々
と

し

て
存
す

る

。

グ

ロ
ー

ル

マ
ン
、

ル
ー

デ

ン
、

ヘ
ル

シ

ュ
ナ
ー
、

パ

ー

ル

、

シ

ュ
ト
ー

ス
、

レ
フ

ラ

ー

、

ミ

リ

(
=

一)

チ

カ
、

等

は
其

の
主

な

る
も

の

で
あ

る

が

、

一
八

七

〇

年

現

行
獨
逸

刑
法

の
成

立

以
來

、
獨
逸

大

審

院

の
判

例

に

よ

つ

て
通
説

(
意

思
説

)

が
力

強
く

支

持

せ

ら

れ

、
更

ら

に
数

次

の
草

案

に
於

い

て
未

必

の
故

意

の
立

法

化

が
く

は

だ

て
ら

れ

て

ゐ

る
。

其

の
重

要

な

る
判

例

と
立

法

問

題

に

つ

い

て

は
、

別

に
款

を

改
.め

て
考

察

す

る

こ
と

に

し
た

い
o
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三

吾
が
國
に
於
け
る
學
説
の
概
要

一
　

吾
が
國

に
於
け
る
今
日
の
學
説
及
び
判
例
は
、既
に
冒
頭
に
述

べ
た
如
く
、未
必
の
故
意
と
い
ふ
観

念
を
認
め
る
こ
と
に
っ
い

て
異
論
は
な
い
。
然
し
、
如
何
な
る
場
合
に
未
必
の
故
意
あ
り
と
な
す
か
、
殊
に
、
其
の
認
識
あ
る
過
失

と
の
区
別
に
つ
炉
て
は
、

其
の
標
準
と
す
る
と
こ
ろ
甚
だ
区

々
た
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
重
要
な
る
學
説
を
う
か
穿
ふ
て
ど
に
し
た

い
と
思
ふ
。

そ
も
そ
も
未
必
の
故
意
と
い
ふ
観
念
が
、
吾
が
刑
法
學
上
間
題
と
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
は
、
何
時
頃
か
ら
で
あ
つ
た
ら
う

か
。
吾

々
の
書
庫
に
は
、
殊
に
明
治
時
代
の
刑
法
関
係

の
文
献
に
乏
し
く
、
遺
憾
な
が
ら
時
代
を
追
ふ
て
考
察

を
進
め
る
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
が
、
其
れ
は
、
お
そ
ら
く
獨
逸

乱
法
學
が
廣
汎
に
撰
取
せ
ら
れ
、
其
の
強
き
影
響
を
受
け
る
や
う
に
な
つ
て
以
降
の
こ

(

一
)

・

と
」
考

へ
て
、
大
躰
、
あ
や
ま
り
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
の
披
見
す
る
こ
と
を
得
た
と
こ
ろ
で
は
、

江
木
衷
博
士

・
現
行
刑

法
原
論

(
再
版
、
明
治
二
十
七
年
)
が
此
の
問
題
に
燭
れ
る
最
も
古
い
も
の
で
、
『
必
然
結
果
ノ
発
生

テ
期

セ
サ
ル
故
意
ヲ
不
定

ノ
故

意

ト
云
フ
』
と
し
て
設
例
に
よ
つ
て
説
明
し

(
七
〇
頁
)
、
認
識
あ
る
過
失
と
認

識
な
き
過
失
の
区
別
を
明
確
に
認
め
て

『
疎
處

ト
ハ
意
外
ノ
結
果
ノ
生
ス
ル

コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
畳
ラ
サ
ル

ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
充
分

ノ
荘
意
ヲ
用
ヰ
ス
庇
結
果
テ
來
サ

、
ル
ヘ
シ
ト
信

ス
ル
新
・
過
怠
テ
云
フ
』
(
七
六
頁
)
『
懈
怠

よ

不
注
意
ニ

依
リ
全
ク
意
外
ノ
結

 Z
offler : a. a. O

.S. 5ff. D
erselbe : D

ie A
bgrenzung von. V

orsatz and Fahrlassigkeik (D
ie asterreickische Z

eitsehrift 

f ur Strafreeht B
d. If. S. 132 ff)

M
iricka 

; D
ie 

For 
m

.en 
der 

Ftrafschn^d 
(1903) 

8.103.ff. 
.

(D
oltls 

indeterm
inataa 

sive 
eventualis)



果

テ
生

ス

ル

コ

ト
ア

ル

ヘ
キ

テ
畳

ラ

サ

ル
,所

ノ
過

怠

ヲ

云

フ
』

(
七

七

頁

)

と

定

義

し

、
更

ら

に
所
謂

不
定

の
故

意

と
疎
處

ど
.の
区

'

卜

別

を

説

明

し

て

、

『
甲

若

シ
乙
ア
リ

狂

犬

ノ
傍
三

立

ツ

コ

ト

ヲ
知

ル

モ
散

蝉

ノ
飛
散

ス

ヘ
キ

距

離
如

何

テ
熟

察

セ

ス
必

ス
狂

犬

ノ
ミ

ヲ
射

テ

乙

ヲ
傷

ス

ル

コ

ト

ナ
キ

モ

ノ
ト
輕

信

シ
タ

ル
ト

キ

ハ
疎
處

ナ

リ

。
若

シ
叉

之

二
反

シ
甲

ハ
或

ハ
乙

ト

狂

犬

ト
ヲ
併

セ
テ
殺

傷

r

、

ス

ル
コ

ト
ア

ル

ヘ
キ

コ

ト
ヲ

知

リ

ツ

Σ
乙

ヲ
害

シ

タ

ル
ト

キ

ハ
故

意

ニ
シ
テ

過

怠

[一
ア

ラ

ザ

ル

ナ
リ
』
(
七

七

頁
)

と
論

じ

て

ゐ

ら

れ

る

。岡

田

朝

太

郎

博

士

の
浩

瀬

な

る

日
本

刑

法

論

・
糖

則

之

部

(
再

版

、

明
治

二
十

八
年

)

で

は

、

『
故

意

一二

定
'ノ

モ
ノ
ト

不

定

ノ

(
二

)

、

モ
ノ
ホ
ア

し
ト
ス
ル
卑
説
ア
ル
モ
否
也
』
(
二
〇
六
頁
)

と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
共

の
刑
法
講
義

(再
版
、
明
治
三
十
八
年
)

で
は
、

『
犯
意

、
犯
罪
事
實

ノ
観
念
ラ
含

ム
然
ル

ニ
堵
観
念
確
賓

+
ル
コ
ト
プ

リ
不
確
實
ナ
ル
コ
ト
ア
ーー
甲
を
確
定

ノ
犯
意
ド
名
ケ

乙
テ
不
確
定

ノ
犯
意

ト
名
ク
然

レ
ト
モ
學
動

二
封

ス
ル
決
意

ハ
當

二
確
定
ノ
モ
ノ
ナ
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
此
意
味

ナ
ラ
バ
不
定
ノ
犯
意

モ
亦
犯
意

ア
リ
ト
云
ス
コ
ト
ラ
得
』

(
一
一
七
頁
)
.
と
論
じ
、
今
日
吾
々
が
未
必
の
故
意
と
云
ふ
と
こ
ろ
を
、
或
然
的
豫
見
と
名
づ

け
、

『
或
然
的
豫
見
テ
細
別
シ
テ
甲
事
實
ノ
確
定
認
識
ト
乙
事
實
ノ
不
確
定
認
識
ト
ノ
併
合
シ
タ
ル
場
合
及

ヒ
事
實
全
部
ノ
認
識
不

定

ナ
ル
場
合
』

と
に
岐
ち
、
夫

々
設
例
に
ょ
つ
て
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る

(
=

二

頁
)。

然
ら
ぼ
、
或
然
的
豫
見
と
過
失
と
は
如
何

な
る
点
で
区
別
ぜ
ら
れ
る
か
。
之
は
問
題
と
な
る
絵
地
が
な
い
。
蓋
し
、
徹
底
せ
る
認
識
主
義
の
立
場
か
ら
は
」
認
識
あ
る
過
失
と

い
ふ
の
は
、
矛
盾
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
『
犯
罪
事
實
ノ
存
在
テ
知
リ
タ
ル
場
合

ム
於
テ
モ
過
失
テ
認

ム
ル
説
多
シ
』
、

然
し
な
が
ら
例

へ
ば

『
蝕

二
汽
車

ノ
機
關
手
及

ヒ
運
転
手
ヵ
機
關

二
破
損
テ

ル
テ
知
リ
危
険
事
實

ノ
発
生

テ
豫
想

セ
サ
サ
シ
ニ
非
サ



ル
モ
新
橋
鐸

昌
到
ル

マ
テ
ハ
尚
機
關
ノ
破
裂
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
可
シ
ト
信

シ
進
行
セ
シ
メ
タ
ル

昌
品
川

昌
於
テ
破
裂

シ
終
二
重
大
ナ

ル
損
害
テ
惹
起

シ
タ
リ
ト
假
定

セ
ン
。
』
こ
れ
は
通
常
認
識
あ
る
過
失
と
せ
ら
れ
る
典
型
的
な
場
合

で
あ

る
が
、

『
観
念
主
義
ノ
論

ヨ
リ
之
ヲ
謂

ヘ
ハ
其
機
關
手
運
韓
手
力
若

シ
途
中

二
於
テ
破
裂
ス
ヘ
シ
ト
知

レ
ハ
自
身
之

昌
乗
込
、丸
テ
進

行
ヲ
織
績

ス
可
キ
筈
ナ
シ

故

二
破
裂

セ
サ
ル
可
シ
ト
ノ
豫
想
ヲ
以
テ
事

二
從

ヒ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
事
實
ノ
認
識
ヲ
訣
如
ス
』

る
も

の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
三
)

(
一
四
七
頁
)。
岡
田
博
士
の
此
の
考

へ
方
は
二
+
年
後
の
、
刑
法
総
論

(
大
正
十
三
年
)
に
至
る
も
変

更
せ
ら
れ
て
ゐ
な

い
。

泉
二
博
士
は
、
既
に
、
日
本
刑
法
論

(
十
六
版
、大
正
二
年
)
に
於
て

『
刑
法
上

二
於
ケ
ル
故
意

ハ
犯
罪
構
成
事
實

ノ
認
識

ナ
ヅ
』

(
二
六
四
頁
)
と
な
し
、
未
必
の
故
意
は

『本
人
力
犯
罪
事
實
ノ
存
在
若
ク
ハ
焚
生
ヲ
可
能
ナ
リ
ト
ス
ル
場

合
殊

昌
数
多

ノ
犯
罪
事
實
、

中

一
ハ
必
ス
存
在
シ
得

ヘ
シ
ト
爲

ス
場
合

二
於
テ
存
ス
若
シ
本
人
力
自
己
ノ
熟
練
又
ハ
僥
倖
等
テ
侍
ミ
事
實

ノ
発
生

セ
サ
ル
コ
ト
ヲ

豫
期
シ
タ
ル
ト
キ
若
ク
ハ
其
稜
生

ス
ル
ト
否
ト
ニ
付
テ
疑
ヲ
抱
キ
タ
ル
モ
畢
寛
発
生

セ
サ
ル

ヘ
シ
ト
判
断

シ
タ
ル
ト
キ
ハ
過
失
ヲ
存

シ
得

ル
モ
故
意
ヲ
存

ス
ル
コ
ト
ナ
・ン
』
(
二
七

一
頁
)
。
と
説
明

せ
ら
れ
る
。
然
ら
ば
、
認
護
あ
る
過
失

と
未
必
の
故
意
と
の
区
別
は

何
に
求
む
べ
き
で
あ
る
か
。

『疎
處

ノ
過
失

ハ
所
謂
未
必
ノ
故
意
ト
相
距

ル
コ
ト
遠
カ
ラ
ズ
然

レ
ト
モ
決
シ
テ
之
ヲ
混
同
ス
可
キ
ニ

ア
ラ
ス
未
必
ノ
故
意

二
在
リ
テ
ハ
犯
人

ヵ
事
情
ノ
存
在

シ
若
ク
ハ
發
生
シ
得

ル
コ
ト
テ
承
認

ス
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
疎
處

ノ
場
合

二
於
テ

ハ
事
情

ノ
存
在
若
ク

、
発
生
ニノ
否
認

ス
ル
モ
ノ
ナ
ゆ
故

二
故
意

ト
過
失

ト
ノ
本
質
上
ノ
差
異

ハ
認
識
ノ
有

無

二
在

リ
』
(
二
七
六
頁
)
。

'

(四
)

泉
二
博
士
は
爾
來
全
く
同
様
な
意
見
を
以
て
絡
始
せ
ら
れ
、
其
の
説
明
の
字
句
に
至
る
ま
で
殆
ん
ど
変
つ

て
ゐ
な
M
。

勝
本
博
士
・刑
法
要
論
総
則

(
大
正
二
年
)
も
亦
同
檬
な
説
明
を
試
み
ら
れ
る
。
『
偶
然
又
ハ
未
必

ノ
意
思

(
D
o
l
i
t
e
　
e
v
e
n
t
u
a
l
i
s



例

ヘ
ハ
或

ハ
人
テ
殺
傷
ズ

ル
ノ
結
果
を
生
ス
ル
ノ
恐
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ル

昌
拘
パ
ラ
ス
道
路
.二
獲
砲
シ
叉
パ
群
集
ノ
中

井
軍
馬
・ヲ
疾
綴

セ
シ
ム
ル
カ
如
ク
可
能
蓋
然
叉
ハ
或
然

ナ
リ
}
豫
見

シ
タ
ル
結
果
ヲ
避
ケ
サ
ル
場
合
テ
云
フ
、
然
ラ

バ
児
童

二
銅
鈍

テ
詩

タ
シ
メ
テ

之
ヲ
射
撃
シ
又

ハ
睨
線
ノ
恐
ア
ル
電
車
ラ
使
用
シ
因
テ
児
童
若

ク
ハ
乗
客
ヲ
殺
傷

シ
タ
ル
場

合
等
所
謂
結
果
ヲ
豫
見

シ
タ
ル
ヵ
如
キ

過
失
ト
ノ
区
別
如
何
、
二
者
其
形
骸

二
於
テ
ハ
甚

タ
相
類
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
難
モ
本
場
合

二
於
テ
ハ
犯
人

ハ
假
令
結
果
ノ
喪
生
ス
ル

コ
ト
ア
ル
モ
樹

ホ
且
ッ
行
爲
ヲ
敢
行

ス
ル
ノ
意
思
ア
ル
カ
故

二
結
果
ヲ
知
畳

シ
テ
之

レ
テ
甘
諾

(
E
i
n
w
i
l
l
i
g
e
n

)

ス
ル
ニ
反
シ
過

失
ノ
場
合

二
於
テ

ハ
犯
人
ハ
幸
運
叉
ハ
自
己
ノ
技
量

二
信
頼
シ
萬

一
ニ
モ
結
果

ノ
発
生
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ル

ヘ
シ
卜
妄
信
ス
ル
モ
ノ
ナ

ル
ヵ
故

二
眞

鹸

謂
結
果

ノ
知
畳
ナ
キ
ノ
点

二
於
テ
劃
然
タ
ル
区
別

ア
リ
よ

。
』
(二
〇
〇
頁
)

(
五
)

牧
野
博
士
は
、
故
意
論
に
於
け
る
希
望
主
義
と
認
識
主
義
と
の
差
異
は

『
フ
ラ

ン
ク
ノ
指
示

ス
ル
ガ
如
ク
軍

二
形
式
的
ナ
ル
モ
ノ

ト
謂
フ
コ
卜
子
得

ヘ
シ
。
』
と
爲

し

『
犯
意

ハ
一
定

ノ
事
實
ヲ
認
識

シ
且

一
定

ノ
行
爲
テ
爲

ス
ノ
決
意

ナ
リ
』
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、術
、其
の
立
場
は
認
識
主
義
の
範
疇
に
驕
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
當
面
の
未
必
の
故
意
に
關
す
る
説
明
と
し
て
は

『
如
何

ナ

ル
場
合

二
犯
罪
事
實
ノ
未
必
的
認
識
ヵ
犯
意

テ
域
立
セ
シ
ム
ル
ヵ
』
に
つ
き

『
其
ノ
豫
見
力
決
意
テ
防
止
セ
サ
リ
シ
点

二
於
テ
反
謎

會
的
性
格

ノ
表
現
ア
リ
ト
爲

ス
ニ
十
分
ナ
リ
ト
考

フ
コ
ト
テ
得

ヘ
シ
』
と
論
じ
、
進
ん
で

『
希
望
主
義
を
採

ル
ト
キ
ハ
、
未
必
的
認

識
ハ
、

少

ク

ト

モ
一
般
ノ
場
合
ニ

於
テ

、

犯
意

テ

構
婆

ル

モ
ノ
ニ
非

ス

ト
謂
ハ
サ
ル

ヘ
カ
.フ
ス
。

而

シ
一ア
、

認

識

義

テ
採

ル

ニ

於

テ

ハ
、
未

必

的
認

識

ト
過

失

(
認

識

ア

〃
過

失

)

卜
ノ
如

何

ナ

ル
瓢

二
於

テ
両
者

テ
区

別

ス

ヘ
キ

カ

ニ
付

疑

テ
菟

カ

レ
サ
ガ

ナ

リ
。

惟

フ

ニ
、

結

果

ノ
発
生

テ
未

必

的

ナ
リ

ト
シ
、

行

爲

ヵ
猫

リ

唱
般

ノ
場
合

二
於

テ
共

ノ
危
険

ア

ル

ニ
止

マ
ラ

ス
、

自

己

ノ
具

躰

的

場



合

二
於
テ
モ
街
然
リ
き
シ
、
而

モ
其
ノ
行
爲
テ
敢
テ
ス
ル
ハ
、
犯
意
ア
ル
モ
ノ
ト
解
ス

ヘ
シ
。
』
と
せ
ら
れ

る
。
即
ち
、
其
日の
認
識

あ
る
過
失
と
の
区
別
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

『
認
識

ア
ル
過
失
ト
ハ
、
行
爲
者

力
其

ノ
行
爲
及
事
情

ノ
一
般

ノ
場
合

二
於
デ

ハ
犯
罪
事

實
ノ
焚
生

ノ
可
能
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知

ル
モ
自
己
ノ
具
躰
的
ノ
場
合

孤
於
テ
ハ
必
ス
共

ノ
例
外
タ
ル
コ
ト
テ
信

ス
ル
場
合

ナ
リ
。
之

二
封

シ
デ
、
未
必
的
犯
意

ハ
、
自
己

ノ
具
躰
的
ノ
場
合

モ
亦

一
般
ノ
例

二
洩

ル
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ
キ
テ
知
ル
場
合

ナ
リ
ト
ス
。
』

最
も
徹
底
し
た
認
識
主
義
の
立
場

か
ら
は
、
既
に
岡
田
博

士
の
説

に
つ
い
て
考
察
し
た
如
く
、
筍
く
も
結
果
発
生

の
可
能
性
を
表

(
六
)

象
す
る
限
り
故
意
あ
り
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
つ
て
、
瀧
川
教
授

が
、
曾
て
、

『結
果

の
豫
見

は
原
則
と
し
て
條
理
違

反
の
認
識
を
件
ふ
。
こ
の
場
合

は
更
ら
に
二
つ
に
分
ち
得
る
、
そ
の

一
は
理
見
が
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
結
果

の
発
生
に
つ
き
無
開
心

の
場
合
で
あ
る
。
責
任
の
程
度
は
第

一
の
揚
台

〔
目
的
あ
る
…場
合
〕
よ
り
も
低

い
が
や
は
り
故
意
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
:
…
・他

の

一
は
豫
見
は
あ
つ
た
が
、
當
該
の
場
合
は
例
外
と
し
て
結
果
が
生
じ
な
い
と
確
信
す
る
場
合
で
あ
る
。
…
:
・こ
こ
で
述
べ
た
二
つ

の
も
の
が
未
必
的
故
意

(或
は
間
接
故
意
と
も
い
ふ
)
で
あ
る
。
通
説
は
前
の
場
合
だ
け
を
未
必
的
故
意

と
し
後

の
場
合
を
認
識
あ

る
過
失
と
し
て
、
種
類

の
異
つ
た
責
任
條
件
と
見
て
居
る
。
し
か
し
両
者
と
も
故
意
で
あ
つ
て
、
た
だ
實
際

上
、
刑
の
量
定
の
際

に

(七
)

酪
酌
さ
れ
る
に
過
ぎ
な

い
"と
解
す
べ
き
で
あ
る
』
と
論
ぜ
ら
れ
た
の
な
、
共

の
代
表
的
な
も

の
で
あ
る
が
、
宮
本
博
士
も

『
思

フ
温

責
任

ハ
規
範

(法
釜
)

二
封

ス
ル
無
關
心
ナ
リ
。
故
意

ト
過
失
ト
ハ
此
無
關
心
ノ
各
段
階

二
於
テ
其
距
離

ノ
最

モ
大
ナ
ル
モ
ノ

昌
シ

テ
、
此
見
地
ヨ
ジ
謂

ヘ
ハ
、
類
型
事
實
ヲ
豫
見

シ
テ
爾
E
無
關
心
ナ
ル
場
合
ト
豫
見
セ
ズ
シ
テ
無
關
心
ナ
〃
場
合
ト
ノ
区
別
テ
以
テ

故
意
過
失

ノ
区
別

二
充
、ツ
ル
ヲ
…以
テ
最

モ
聲
田
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
謂

ハ
サ
ル
ヘ
ヵ
ラ
ス
。
從
テ
斯
カ
ル
見
解

二
於
テ
ハ
、
行
爲
者

ヵ
類



型
事
實
ヲ
意
欲

シ
タ
リ
ヤ
叉

ハ
承
認

シ
タ
リ
ヤ
ン
如
キ
ハ
単
一
一故
意

二
於
ケ

ル
情
歌
ノ
問
題
二
過
モ
ス
も
』

と
論
ぜ
ち
れ
も

の
に
徴

す
段

奪

ら
く
同
様
の
見
解
と

考

へ
ら
れ
る
・
近
く
・
江
家
教
授
も
岡
田
博
士
を
を
繼
承

す
る
立
場
に
於

い
で
次
の
如
く
に
論

じ

ら

れ

る
。

即

ち

、

未

必

の
故

意

と

は

『
或

る
事

實

が
焚

生

す

る

や

も
知

れ

す

と

認
識

し
、

而

も

敢

え

て

其

の
行

爲

を

な

す

べ
く

決

意

し

た

る
場

合

』

で
、

通

常

『
認

識

あ

る
過

失

』

と

せ

ら

れ

る

の
は

、

『
犯
罪

事

實

の

一
部

た

る
自

己

の
行

爲

及

其

の
劉

象

を

認
識

し

一
慮

は

其

の
行
爲

と
対
象

と

の
間

に
於

け

る
因

果
関
係

の
成

立

を

懸

念

し

た

が

、
結

局

は
其

の
成

立

を

否
定

せ

る

(
認

識

せ

ざ

る
)

場

合

に
外

な

ら

ぬ

。
之

に
対
し

未

必

的

犯
意

に
於

て

は

因

果
関
係

の
成

立

を

不

正
確

な

が

ら
も

認

識

せ

る
も

の

で
あ

る

。
』
.
此

の
見

解

は

、

實
際

の
適

用

上

は
蓋

然

性

説

と

結

果

を

同

じ
く

す

る
秀

の
、

と
考

へ
る

。

(
一
)

私

は
.
更
ら

に
ひ
ろ
く
明
治
時
代

の
文
献

を
渉
獺
し
て
.
本
稿

の
此

の
部
分
に
關
す

る
補
充

と
訂

正
を
な
す
槻
會
を
得

た

い
と
考

へ
て
ゐ

る
。
尚

、

一
磨
取
調

べ
た
と
こ
ろ
を
附
記
す
れ
ば
、
有

名
な

る
冨
井
政
章
博
士

「
刑
法
論

綱
』
(
明
治

二
十

二
年
)

で
は
、
『
犯
意

ノ
意

ハ
或
目

的

二

意
志

ヲ
向

ハ
シ
ム
ル
ノ
義

』
即
ち

「
罪

ト
ナ
ル

ヘ
キ
所
爲

ヲ
行
フ
ノ
意
志
』

と
し
、
(
一
七
五
頁
以
下
)
論

ぜ
ら
れ

る
と
こ
ろ
甚
だ
詳
細

で
あ

る
が
、

未

必
の
故
意

の
観
念

は
未
だ
取

扱
は
れ
て
ゐ
な
い
。
宮
城
浩
藏
氏

『
刑
法

正
義
』

(
明
治

二
十
六
年
)

も
亦
然
り
。
大
部

な
る
古
賀
廉
造
氏

『
刑
法

新
論
』
(
再
版
・
明
治
三
十

二
年
)

に
於

い
て
も
.
犯
意

を
岐

つ
て
、
目
的

一
定

の
犯
意
・
目
的
未
定

の
犯
意
・
目
的
附

隠

の
犯
意

と
な

し
、
説
明
せ
ら

れ

る
の
で
あ
る
が

(
三
八
七
頁
以
下
)
、
未
必

の
故
意

の
問
題
は
論
じ
ら
れ

て
ゐ
な

い
。

(
二
)

然

し
、
日
本

刑
法
論

で
は
、
認
識
あ

る
過
失
と
認
識
な
き
過
失

の
匠
別
は
.
癬
怠
と
疎
處

と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
附
記

し
て
お
く
o

日
は
く

、『
懈
怠

ハ
草
案
第

三
百
五
十

三
條

ノ
不
精
巧

(
M
a
l
a
d
r
e
s
s
e

)

ト
云
フ
語
ヲ
謬
出

シ
タ
ル

モ
ノ

ニ
シ
テ
將

昌
行

ハ
シ

ト
ス
ル
所
爲

ハ
意
外

ノ

結
果

ヲ
生

ス
ル
危
険

ア
ル
ヲ
知

ル
ぞ

自
己

ノ
用
心

ハ
之

ヲ
防

ク

昌
足

々
ト
輕
倍

シ
タ
ル
ノ
類

ヲ
謂

フ

…
…

疎
處

ハ
草
案
第

三
百
五
十

三
條
不

用
心

(
i
m
p
r
u
d
e
n
c
e

)
ノ
誰
語

ニ
シ
テ
全
ク
意
外

ノ
結
果
ヲ
生

シ
得

ヘ
キ
釈
況

ニ
ア
ル

ヲ
畳

ラ
サ
ル
ヲ
謂

フ
』
(
二
一
七
頁
)O

(
三
)

岡

田
博

士
.
刑
法
総
論
.

九

一
頁
、

九
四
頁
、

九
五
頁
、
参
照

.



(
四
)

泉

二
博
士
、
刑

法
大
要

(
第

三
十
七
版
昭
和
十
四
年
)

一
六
四
頁
、
ニ
ハ
七
頁

、
一
七
七
頁
参

照
。、
樹
心
泉

二
博
士

の

『
疎
處

と
塀
怠
』

は
、

岡
田
博

士
や
大
場
博

士

(
後
掲
)
と
正
反
対

の
意
味
に
用

ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
度

い
o

(
五
)

牧
野

博
士

・
日
本
刑
法
、
上
巻

(
第
六
十

二
叛
、
昭
和
十

三
年
)

一
九
〇
頁
註
九
、

一
九

四
頁
、

一
九
〇
頁
、

一
九
七
頁
1

一
九

八
頁

。

牧
野
博
士

は
、
既

に
、
口
本

刑
法

(
第

二
十
四
版
、
大

正
十

五
年
)

一
四
九
頁
、

一
五
三
頁
、

=
ハ
三
頁

に
於

い
て
本
文
と
同
趣
旨

の
説
明
を
試
み

て
居

ら
れ
る
o
其

の
鶴

著
刑

法
通
義

は
参
看

す

る
乙
と
を
得

な
か

つ
た
。

(
六
)

瀧
川
教
授

・
刑
法
総
論

(
現
代
法
學
全
集
第
十
巻
所
載
、
昭
和
四
年
)

一
二
〇
頁

(
七
)

宮
本
博
士

●
刑
法
學
粋

(
第

五
版
、
、昭

和
霊
年
)

三
〇
六
頁
。
宮
本
博

士
は
引
績
き
次

の
如
く

に
蓮

べ
ら
れ

る

『
然

レ
ト

モ
麹
念
主
義

昌

於

テ

モ
豫
見

ア
リ
タ

ル
ヤ
否

ヤ

ハ
意
思
表
動

の
際
即
チ
右

ノ
場
合

(
銃
狸
家
が
田
圃
に
て
鳥
を
打

つ
際
散
弾
が
附
近

の
農
夫

に
中

る
や
も
知
れ
ず
と

豫
見

し
つ

つ
蛮
砲

し
て
負

傷
せ
し

め
た
場
合
)

ニ
ハ
狸

銃

ノ
引
金

ヲ
引

グ
際

二
付
テ
論

ス

ヘ
キ

モ
7

ナ
〃
力
散

二
、
危
険

ヲ
處

リ
躊
躇

シ
ヅ
ツ

ア
ル

際

、
俄

二
烏

ノ
飛
ヒ
立

ツ

ニ
釣

り
込

マ
レ
テ
獲
砲

シ
タ
ル
場
合

ニ
ハ
、
其
瞬
間

ニ
ハ
豫
見

ナ
キ
カ
敏

二
意

犯

昌
ア
ラ
ス
。
し

(
三
〇
七
頁
註

一
)
刑

法
大
綱

(
第
三
版
、
昭

和
十
年
)

一
五
〇
頁

に
於

い
て
簡
潔

に
示
さ
れ

て
ゐ
る
見
解
も
本
文

に
掲
記
し
た
と
こ
ろ
と
格
段

の
相
蓮

は
な

い
。

(
八
)

江
家
教
授

●
刑
法
講
義
総
則
篇

今
昭
和
十

五
年
)
二
四

二
頁
、

二
四
九
賓
ー

二
五
〇
頁
。

二

以

上
述

ぶ

る

が
如

く

、

從

來

、

吾

が
國

の
學

説

に
於

い

て

は
認

識

主

義

の
故

意

論

が
塵

倒

的

な
多

数

を

占

め

、
判

例

も

亦

こ

れ

に
追

随

す

る
傾

向

が
あ

つ

て

、
洵

に
佐

伯
教

授

の
謂

は
れ

る
通

り

『
我

國

で

は
判

例

、

通
説

共

に
む

し

ろ

認

識

あ

る
過

失

の
範
嶹

(
一
)

を
否
定
せ
ん
が
爲
め
に
観
念
説
を
徹
底

せ
し
め
る
觀
』
さ

へ
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
其
の
中
で
、
奮
く
敢
然
と
し
て
意
思
主
義

の
立
場

に
た
ち
、
『観
念
主
義

二
依

ル
ト
キ
ハ
』
未
必
の
故
意
と
認
識
あ
る
過
失

の

『
区
別
ノ
標
準

ハ
之
テ
求

ム
ル
コ
ト
能

ハ
サ
ル
ヘ
シ
。
』

(
二
)

と
せ
ら
れ
た
の
が
大
場
博
士
で
あ
つ
た
。
大
場
博

士
に
よ
れ
ば
「
吾

々
の
未
必
の
故
意
は
不
確
定
故
意
で

『
犯
罪
構
成

ノ
要
件
タ
ル

結
果
チ
發
生
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
キ
行
爲
テ
爲
ス
場
合
』
な
の
で
あ
る
が
、

『
此
ノ
場
合

轟
於
ヶ
.ル
行
爲
者
7
責
任

(
非
難
セ
ラ
ル
へ



キ
心

理

的

動

作

)

ハ
行
爲

音

力
或

ル
行

爲

ラ
爲

ス

ノ
結

果

ト

シ
テ

犯
罪

構

成

要
件

タ

ル
結

果

ノ
発
生

ス
ル

コ

ト
ケ

ル

ヘ
ギ

ヲ
知

リ

ナ

ガ

ラ
之

ヲ

思

ヒ
止

マ
ラ

ス

シ
テ
之

テ
爲
'ス

ヘ
ク
其

ノ
意

思

テ
決

定

シ
タ

ル
点

』

に
求

め

ら

れ

る
。

然

ら

ば
、

其

の
認
識

あ

る
愚

失

と

区

別

す

べ

き

契
機

は

何

か
。

『
癬

怠

ノ
場
合

'一
於

テ

ハ
行

爲

者

力
前

能

ナ
リ

ト
観

念

シ

タ

ル
結

果

ノ
爽

生

ハ
断

シ

テ
之

.テ
発
生

セ

シ

ム

ル
ノ
意

思

ナ

キ

場
合

ニ
シ

テ
換

言

ス

レ

ハ
癬

怠

ハ
行

爲

者

二
於

テ
甘
六
ノ
爲

サ

ン

ト

ス

ル
行

爲

5

ヨ
リ
或

ハ
結

果

ヵ
発
生

ス

ル

コ
ト

ア

ル

ヘ
シ

ト
観

念

シ
タ
'ル

モ
他

ノ
理

由

ニ
ョ

リ
其

ノ
登

生

テ
妨

ク

ヘ
キ

モ
'ノ

ァ

ル

コ
ト

ヲ
観

念

シ
タ

ル
場
合

二
限

リ
存

ス

ヘ
キ

モ
ノ

ナ

リ
。

之

二
反

シ
テ

不
確

定
故

意

ノ
場
合

二
於

テ
焚

生

可
能

ナ

リ

ト
観

念

シ
タ

ル
結

果

ハ
必

ス
シ

モ
焚

生

セ

シ

ム

ル

ノ
意

ナ

シ

ト
爲

ス
能

ハ
サ

ル
場
合

ニ
シ
テ
換

言

ス

レ
ハ
結
果

ノ
発
生

ス

ル
、

ト

ア

ル

ヘ
キ

コ
ト

ヲ
觀

念

シ
且

他

二
之

力
發

生

テ
妨

ク

ヘ
キ

モ
ノ

ア

ル

コ

ト

テ
観

念

℃
サ

ル

ニ
拘

ラ

ス
敢

千
其

原

因

タ

ル
行

爲

テ
爲

ス

ノ
意

思

ア

ル
場
合

』

忙
認

め

ら

れ

る

こ
と

と

な

る
。

意

思

主
義

の

立
場

か

ら

す

る
故

意

論

は
、

吾

が

國

に
於

い

て

は

昭

和
期

に
入

つ

て
勃

興

し
た

も

の

と

い

ふ

べ
く

、

其

の
代

表

的

な

(
三
)

も
の
と
し
て
、
小
野
教
授
の
説
明
を
基
げ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
故
意
あ
り
と
な
す
が
た
め
に
は

『行
爲
者
が
そ
の
結
果
を
希

望
し
た
る
こ
と
、
即
ち
其
の
結
果
の
表
象
が
行
爲
の
動
機
と
爲
り
た
る
こ
と
は
必
要
で
な
い
。
』

『
し
か
し
行
爲
者
に
於
て
軍
に
結

果
の
表
象
又
は
認
識
を
も

つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
だ
け
で
は
足
ら
ぬ
,
其
の
表
象
叉
は
認
識
が
行
爲
者

の
意
思
決
定
に
対
し

て
或
る
實
際

的
の
関
係

を
有
し
た
る
こ
と
を
必
要

と
す
る
。
即
ち
其

の
結
果
の
表
象
が
行
爲

の
動
機
と
な
り
た
る
こ
と
又
は
少
く
と
も
其
の
意
思

決
定

に
於
て
實
際
的
に
顧
慮
さ
れ
認
容
さ
れ
た
る
之
と
を
必
要
と
す
る

。』
の
で
あ
る
。
從

つ
て

『
結
果

の
發
生
を
確
定
的
な
る
馬

の
と
し
て
表
象

へ認
識
)
せ
す
、
軍
に
其

の
発
生
を
可
能
な
る
も
の
と
し
て
表
象
す
る
場
合
』
¢
於

い
て

.『
故
意
あ
り
と
爲
す
べ
き



や
否
は
行
爲
者
の
意
欲
的
態
度
如
何
に
関
係
す
る
も
の
と
考

へ
る
。
行
爲
者
が
其
の
結
果
の
発
生
を
己
む
を
得
ざ
る
も
の
と
し
叉
は

全
く
之
を
意
に
介
せ
す
し
て
行
爲
し
た
る
場
合
、
即
ち
結
果
を
積
極
的
叉
は
泊
極
的
に
認
容
し
た
る
と
き
は
犯
意
あ
る
も
の
で
あ
る

(
四
)

此
は
謂
ゆ
る
未
必
の
故
意

で
あ
る
。
然
ら
ざ
る
場
合

は
認
識
あ
る
過
失
に
過
ぎ
ぬ
。
』
佐
伯
教
授
も

『
結
果
の
発
生

が
不
確
實
な
る

も
の
と
し
て
豫
見
せ
ら
れ
る
場
合
』
、
意
思
説

に
よ
れ
ば
、
『
故
意
あ
り
と
す
る
に
は
行
爲
者
が
其
の
違
法
事
實

の
発
生
を
意
欲
希
望

し
た
か
、
少
く
と
も
そ
れ
を
認
容
し
た
こ
と

(生
じ
て
も
構
は
な
い
と
思
つ
た
こ
と
)
を
要
し
、
さ
う

で
な
い
限
り
:
…
・所
謂
認
識

あ
る
過
失
が
域
立
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
』

『
私
は
意
思
説

に
從
つ
て
未
必
的
故
意

の
外
に
、認
識
あ
る
過
夫
と
い
ふ
範
疇
を
認

め
る
こ
と
が
、
理
論
上
並
び
に
刑
法
の
具
躰
的
適
用
上
必
要
で
あ
る
と
信
す
る
も
の
で
あ
る
』
と
せ
ら
れ
る
。
同
じ
系
列
に
屬
す
る

(
五
)

(
山ハ)

(
七
)

(
八
)

(九
)

學
説

と
し
て
、
尚
、
齋
藤
教
授
、
小
泉
判
事
、
佐
瀬
判
事
の
そ
れ
を
畢
げ
、る
と

と
が
出
來
る
。
草
野
判
事

と
安
平
博
士
も
大
躰
同
様

に
考

へ
て
居
ら
れ
る
と
解
し
て
よ
い
の
で
あ
ら
う
。
但
、
草
野
判
事
は
、
未
必
の
故
意
ど
認
識

あ
る
過

失
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、

一
般
と
異
つ
た
見
解
を
も
ち

『之
を
事
實
詔
識
の
点
に
求
む
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
違
法
性
の
意
識
の
点
に
求
む
べ
き
も
の
』
と
せ
ら

(
一
〇
)

れ
る
の
で
あ
る
。

(
一
)

佐
伯
教
授

・
刑
法
総
論

(
昭
和
十

九
年
)

二
二
九
頁
註
二
6

(
二
)

大
場

茂
馬
博

士

・
刑
法
総
論
下
巻

(
大

正
六
年
)

七
五
二
頁
、
七

三
四
頁
参

照
。

(
三
)

小
野
教

授

。
刑
法
講
義

(
昭
和
七
年
)

一
四
四
頁

、
一
六

四
頁
。

(
四
)

佐
伯
教
授

・
前
掲
書

.
ニ
ニ
七
頁
、

二

二
八
頁
。

(
五
)

齋
藤
教

授

・
刑
法
総
則
大
意

(
昭
和
十
七
年
)

一
七
〇
頁
以
下

(
六
)

小
泉

判
事
・

刑
法

要
論

(
昭
和
十
四
年
)

一
五
七
頁
、

一
六

一
頁
。



(
七
)

佐
瀬
判
事

・
刑
法
大
意
、
第

一
分
冊

(
昭
和
十
七
年
)

一
七

一
頁
。

(
八
)

安
平
博

士

・
日
本
刑
法
総
論

(
昭
和
十

九
年
)
四
七
三
頁
以
下

(
九
)

草
野
判
事

●
刑
法
総
則
講
義

(
昭
和
十
年
)

一
四

三
頁
以
下

(
一
〇
)

草
野
判

事

全

上
、

一
四
四
頁

三

右
に
述
べ
た
小
野
敬
授
の
所
説
が
、
故
意

の
要
件
と
し
て

『結
果
の
表
象
が
行
爲
の
動
機
と
な
つ
た
か
又
は
少
く
と
も
其
の

意
思
決
定
に
於
て
實
際
的
に
顧
.慮
さ
れ
認
容
さ
れ
た
こ
と
』
を
必
要
と
す
る
も
の
と
な
し
、
進
ん
で
行
爲
著
の
意
欲
的
態
度
を
重
要

視
せ
ら
れ
る
点
に
於
い
て
、
普
通
に
意
思
主
義
と
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
超
ゆ
る
も

の
が
蒐
出
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、更
ら
に
明
瞭
に
、

よ
り
綜
合
的
な
る
も
の
を
以
て
故
意
の
要
素
と
す
る
學
読

に
、
瀧
川
教
授

の
競
近
の
主
張
と
島
田
教
授
の
説
が
あ
る
。
即
ち
、
瀧
川

教
授
は
、
犯
罪
論
序
説

(
昭
和
十
三
年
)
に
於
い
て
、
お
そ
ら
く
は
認
識
主
義
と
意
思
主
義
と
を
綜
合
止
揚
す
る
も
の
と
し
て
、
動

機
主
義
を
提
唱
せ
ら
れ

『
動
機
主
義
は
結
果

の
認
識
の
廣
狼

・
強
弱
が
行
爲
動
機

に
射
す
る
反
劉
動
機
を
構
成
す
る
度
合
い
か
ん
に

故
意

と
過
失
と
の
区
別
を
求
め
る
。
』
も
の
と
な
し
、

『行
爲
者
は
結
果
を
認
識
し
た
が
そ
の
発
生
を
欲
求
し
な
か
つ
た
場
合
、
換

言
す
れ
ば
意
圖
の
實
現
に
件
う
危
険

が
認
識
と
し
て
生
じ
た
が
、
意
志
表
現
を
阻
止
し
得
な
か
つ
た
場
合
は
、

一
部
分
は
故
意

(
未

必
故
意
)
で
あ
り
、

一
部
分
は
過
失

(認
識
あ
る
過
失
)
で
あ
る
。
心
理
的
考
察
に
と
つ
て
統

一
的
な
要
素
も
規
範
的
考
察
に
と
つ

て
は
段
階
を
含
む
か
ら
で
あ
る
。
結
果
認
識

の
動
機
力
を
拒
む
條
件
に
ま
で
遡
る
と
、結
果
に
勤
す
る
無
關

心

(未
必
故
意
)
ま
た
は

結
果
不
発
生

へ
の
希
望

(
認
識
あ
る
過
失
)
の
中
に
決
定
的
理
由
を
見
出
す
こ
と
が
出
來
る
。
二
つ
の
場
合
は
結
果
に
關
す
る
認
識

と
欲
求
と
だ
け
を
酬
酌
す
る
限
り
に
お
い
て
同
じ
性
質

の
も
の
で
あ
る
が
、
認
識
を
欲
求
に
伴
う
感
情

(
無
關
心
ま
た
は
希
望
)
そ



の
他
様
成
要
件
に
該
當
し
な
い
事
情
に
關
す
る
認
識
と
欲
求
即
ち
全
動
機
を
吟
味
す
れ
ば
直
ち
に
そ
の
間

の
区
別
が
つ
く
。
こ
の
隠

れ
た
心
理
的
区
別
の
中
に
規
範
的
段
階
が
含
ま
れ
て
居
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
』

(
一
七
六
頁
-

一
七
七
頁
)
と
論
ぜ
ら
れ
る
。

而
し
て
、
此
塵
に
動
機
主
義
と
せ
ら
れ
る
の
は

『
軍
に
結
果
認
識
の
動
機
的
意
味
に
よ
つ
て
責
任
條
件
を

区
別
す
る
こ
と
に
の
み
關

心
を
も
つ
も

の
で
は
な
く
、
更
に
刑
罰
量
定

の
基
礎
と
な
る
責
任
程
度
が
豊
富
な
認
識
と
感
情
從

つ
に
全
動
機
が
構
成

の
覗
野
に
入

る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
成
就
せ
ら
る
こ
と
を
要
求
す
る
』

(
一
七
六
頁
)
の
で
あ
る
か
ら
、
私
も
深
き
感
銘
と
同
感
の
意
を
表
す
る

次
第
な
の
で
あ
つ
て
、後
に
縷
述
す
る
私
見
も
其
の
根
本
に
於
い
て
は
此
虚
に
巧
妙

に
表
現
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
以
外
に
は
出
で
な
い
。

然
し
、
私
の
解
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
認
容
説
を
堀
り
下
げ
て
検
討
す
る
場
合
、
結
局
行
爲
の
裏
に
ひ
そ
む
全
躰
的
な
も
の
を
考

察
せ
ざ
る
を
得
な

い
結
果
に
歸
す
る
譯
な
の
で
あ
る
が
、
瀧
川
教
授
の
立
場
は
依
然
甚
だ
認
識
主
義
に
ち
か
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

(
一
)

最

後

に
、

同

じ
く

綜

食

的

な

る

も

の

の
考

察

を

主

張

す

る
學
説

と

し

て
、

島

田
教
授

の
説

明

を
聴

か
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

『
人

類

ノ
凡

ユ
ル
心

理
現

象

テ
意

思

又

ハ
認

識

ナ

ル
限

界

サ

レ
タ

ル
観

念

二

ヨ
リ

テ
之

テ

律

セ

ン

♪

ス
ル

ハ
事

實

二
反

シ
到

底
満

足

ナ

ル
解

決

ヲ
爲

シ
得

ヘ
キ

モ

ノ

ニ
ア

ラ

ス
。

:

…
吾

人

ハ
連
続

不

噺

ノ
心

理

現
象

ヲ
法

律

的
倫

理

的
観

察

二
基

キ
批

難

宅
ラ

ル

ヘ
キ

心

理

状
態

ト

シ
テ
評
価

テ
爲

ス

ナ

リ
…

…

未

必

ノ
故

意

ト
認

識

ア

ル
遇
失

ト

ノ
区

別

ハ
複

雑

ナ

ル
心

理
状
態

ノ
全

部

二
付

キ
之

ヲ
考

へ
結

果

ノ
到
來

ヲ
許

容

ス

ル
コ

ト

ヵ
終
局

的

意

思
決

定

ナ
リ

シ
ト

キ

ハ
未

必

ノ
故

意

一一
シ
テ
、

之

二
反

シ
テ
結

果

ノ
到

來

セ
サ

ル

コ

ト

カ
終
局

的
意

思

決

定

ヲ
爲

シ

タ

ル

ト
キ

ハ
認

識

ア

ル
過

失

ナ

リ
。
』

(
一
)

島

田
教
授

・
日
本
刑
法
新
論
、
総
論

(
大
正
十

三
年
)

二
七
四
頁
ー

二
七
四
頁
。



四

以
上
は
、
未
必
の
故
意

に
關
す
る
吾
が
國
の
重
要
な
る
學
説
の
概
要
で
あ
る
が
、
之

に
封
す
る
吟

味
と
検
討
を
試
み
る
こ
と

は
、
し
ば
ら
く
差
控
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
其

の
重
要
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
款
に
私
見
を
述
べ
る
に
當
つ
て
觸
れ
る
こ
と

に
、

な
る
で
あ
ら
う
。
讃
者
、
幸
に
し
て
其
の
勢
を
措
し
む
こ
と
な
く
ば
、
此
虚
に
掲
げ
た
諸
説
を
、
冒
頭
掲
記

の
諸
例
に
適
用
し
て
夫

夫
如
何
な
る
結
果
に
到
達
す
る
か
を
試
み
ら
れ
た
い
。
其
れ
は
、
ま
た
、
お
の
つ
か
ら
手
嚴
し
き
諸
説
批
判

の
役
割
を
演
す
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ら
う
。

(未
完
)

(
附

記
)

本
稿

の
校
正
中

に
、
岳
野
彌
吉
君

の
計

を
聞

い
て
愕

然
と
し
た
。

此
塵

に
深

き
哀
悼

の
意
を
表

す
る
。
既

に
述

べ

て
ゐ
る
や
う
に
、
私

は
、
馬
本

稿

の
第

二
疑
歴
史
的
考
察

を
ま
と
め
る
に
當

ワ
て
も
、
同
君
に
負

ふ
と

こ
ろ
が
砂
く

な

い

(
四
頁
註

一
参
照
)
。

岳
野
鴛

は
、
昨

年
、
佐
野
教
授

よ
り
羅
典
語

の
造
詣

の
深

い
學
生
と
し
て
紹
介

せ
ら

れ
、
爾
來
、

お
互

に
勇
支

へ
の
な

い
限
り
、
殆
ん
ど
毎
週
定
期
的

に
研
究
室

に
來
て
は
、
わ

か
ら
な

い
羅
典
語
を
讃

ん
で
も
ら

っ
て
ゐ
た
の
で
あ

る
。
少
年
時
代

か
ら
の
カ
ソ
リ

ッ
ク
教
育

に
よ
り
、
岳
野
君

に
と

つ
て
は
、
羅
典
語
は
英
語

や
獨
逸

語

よ
り
も
讃

み
や
す

か

つ
た
ら

し

い
。
随

分
畑
違

ひ
の
領

域
で
あ

る
峰
も
拘
ら
ず
、
大
多
数

の
質
問
は
も
ち
ま
え
の
お
だ

や
か
な

調
子

で

即
答

し
て
呉

れ
、
小

う
る
さ

い
立
入

っ
た
疑
問

に
対
し

て
も

い
つ
か
う

い
や
な

顔
も
せ
ず
、
た

ん
ね
ん

に
取
調

べ
て
來

て
呉
れ
た

の
で
あ
つ
た
。

本
稿

の
随
所

に
引

用
し

て
ゐ

る
シ
ヤ
ッ
プ
シ
ユ
タ
イ

ン
の
書

を
讃
み
な
が
ら
、
あ
れ

こ
れ

芝
教

示
を
受
け

て
ゐ
た

の
が
、
丁
度

一
年
前

の
今
頃

で

あ

つ
た

こ
と
を
想

ひ
起
す
。
同
君
は
卒
業
後

大
學
院

に
入
學
せ
ら
れ
た

の
で
、
引
績
き

厄
介
に
な
れ

る
と
考

へ
、
徐
暇

を
得

て
根
本
的
な
個

人
激

授

を
お
た
の
み
し
た

い
、
な
ど
と
話
合

つ
て
ゐ
た
の
も
、
今
日
と
な

つ
て
は
全
く
水
泡

に
蹄

し
て
し
ま

つ
た
.
あ
ん
な
好

い
人
は

、
も
う
滅
多

に

み

つ
か
ら
な

い
で
あ
ら

う
。
岳
野
君

の
想

ひ
も

よ
ら
ぬ
長
逝
は
、

同
君

に
野

し
、
心
か
ら
の
指
導

に
た
つ

さ
は
ら
れ
た
佐
野
教
授

の
最
も
残

念

と

せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
で

あ
ら

う
と
思

ふ
。
其
れ
は
、
私

に
と
つ
て
叙

上
の
如
き
意
味

か
ら
甚
だ
逡

憾
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
其

の
人
柄

と
才

能
は
、

全
く
、
惜

み
て
も
あ
ま
り
あ

る
こ
と
で
あ

る
。
洵

に
痛
恨

に
堪

へ
な

い
。

此
虎
に
、
改

め
て
、
岳
野
君

の
在

世
中

の
厚
誼

に
対
し

深
き
感

謝

の
意

を
表

し
つ
つ
、
其

の
在

天
の
璽

の
や
す
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
所

る
・次
第
で
あ
る

(
昭
和
十
九
年
十
月
十

五
日
)
。

未

必

の

故

意

三
五


